
ご利用になる前に必ずお読みください

　このＰＤＦファイルの内容についてのご質問・お問い合わせは株

式会社アスキー・メディアワークスでは一切お受けできません。ご

自身の責任においてご利用ください。

　この作品は、クリエイティブ・コモンズの表示-非営利-継承 2.1 日本ライセンスの下で

ライセンスされています。この使用許諾条件を見るには、

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/2.1/jp/をチェックするか、クリエイ

ティブ･コモンズに郵便にてお問い合わせください。住所は：171 Second Street, Suite 

300, San Francisco, California 94105, USA です。

　このファイルをクリエイティブ・コモンズの表示-非営利-継承 2.1 日本ライセンスに

基づいて利用する際には、下記クレジットを必ず作品や配布物に表示する必要があります。

クレジット：

●文/Ubuntu Japanese Team（吉田史、あわしろいくや、村田信人、水野源、小林準）

●イラスト/タテノカズヒロ（http://www.studio-ggy.com/）

●デザイン/シオズミタロウ

●初出/株式会社アスキー・メディアワークス「Ubuntu Magazine Japan vol.02」 

（http://ubuntu.asciimw.jp/）2009年11月30日発行　

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/2.1/jp/
http://www.studio-ggy.com/
http://ubuntu.asciimw.jp/
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最新の9.10。ワクワクするのはわかるけど、い
きなりパソコンにインストールする前に、この特
集をチェック！ 自分にぴったりの導入方法を見
つければ、スムーズにUbuntuを楽しめるはず!!

●文/Ubuntu Japanese Team
（吉田史、あわしろいくや、村田信人、水野源、小林準）
●イラスト/タテノカズヒロ



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

前
に
は
、
ひ
と
つ
の
「
お
約
束
」
が
あ

る
。
そ
れ
は
、「
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
」
と

「
技
術
概
要
」
の
ペ
ー
ジ
を
読
む
こ
と
だ
。

こ
の
二
つ
は
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
時
に

つ
い
て
く
る
「
最
初
に
お
読
み
く
だ
さ

い
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
相
当
す

る
も
の
で
、
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
に
は
イ
ン

ス
ト
ー
ル
の
注
意
事
項
が
、
そ
し
て
技

術
概
要
に
は
「
そ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
新

機
能
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
左
は
リ

リ
ー
ス
ノ
ー
ト
の
も
く
じ
だ
。

U
buntu

Japanese
Team

の
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.ubuntulinux.jp/N

ew
s/ubuntu910-desktop-ja-rem

ix

）

に
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
と
技
術
概
要
の
リ

ン
ク
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
読
ん
で
お

こ
う
。

リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
に
は
「
デ
フ
ォ
ル

ト
で
自
動
的
に
確
保
さ
れ
た
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ

領
域
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
い
う
ペ
ー
ジ

フ
ァ
イ
ル
）
は
メ
モ
リ
全
体
を
待
避
す

る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
、
ハ
イ
バ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
機
能
し
な
い
」
な
ん
て
い

う
重
要
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
前
に
読
ん
で
お
く
必
要

が
あ
る
の
ダ
。
読
ま
ず
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
と
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
に
サ
イ

ズ
を
変
更
す
る
の
は
面
倒
な
わ
け
で
、

事
前
に
読
ん
で
お
け
ば
…
…
な
ん
て
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
ぞ
。

ま
た
新
規
イ
ン
ス
ト
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
時
の
注
意
や
、

前
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
の
操
作
の
違
い
な
ど
、

機
種
ご
と
の
特
有
の
問
題
点
・
特
定
の

操
作
を
す
れ
ば
回
避
で
き
る
問
題
な
ど

は
、
た
い
て
い
は
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
に
書

い
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
04
か
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
の
動
作
が
変
わ
っ
た
の
で
、
以
前

の
動
作
に
戻
し
た
け
れ
ば
こ
ん
な
操
作

が
必
要
」
だ
と
か
、
こ
れ
ま
で
と
使
い

勝
手
が
変
わ
る
、
な
ん
て
内
容
も
含
ま

れ
て
い
る
。

以
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
使
い
こ
な
し

て
い
た
人
ほ
ど
、
読
ま
ず
に
進
め
る
と

と
ハ
マ
る
原
因
に
な
る
の
で
、
必
ず
読

む
よ
う
に
し
よ
う
。

「
技
術
概
要
」
の
ほ
う
は
、「
新
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
搭
載
さ
れ
た
機
能
」
や
「
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
能
」

な
ん
か
の
紹
介
だ
。
搭
載
さ
れ
て
い
る

ブ
ラ
ウ
ザ
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
（
Ｇ

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）、「O

penO
ffice.org

」
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
や
、
音
楽
再
生
・
動
画
再

生
ア
プ
リ
実
行
の
様
子
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
に
比
べ
る

と
重
要
度
は
や
や
落
ち
る
が
、「
こ
れ
ま

で
使
っ
た
こ
と
が
な
い
基
本
機
能
」
を

探
す
の
に
は
ぴ
っ
た
り
の
ペ
ー
ジ
だ
。
こ

ち
ら
も
必
ず
目
を
通
し
て
お
く
よ
う
に

し
よ
う
。

と
は
言
え
、
こ
ち
ら
は
「
イ
ン
ス
ト

ー
ル
前
」
に
把
握
し
て
い
な
く
て
も
い

い
の
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
の
待
ち
時
間
に
読
ん
で
も
い
い
だ

ろ
う
。
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
だ
。

リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
と
技
術
概
要
を
読

ん
だ
ら
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
場
合
も

付
録
の
Ｃ
Ｄ
（D

esktop
C

D

）
で
起

動
し
て
み
よ
う
。
何
か
問
題
が
あ
る
な

ら
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
環
境
で
も
問
題
が
発

生
す
る
。
事
前
に
テ
ス
ト
し
て
か
ら
臨

む
ほ
う
が
安
心
だ
し
、
致
命
的
な
問
題

が
あ
れ
ば
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
延
期
す

れ
ば
い
い
。
新
規
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
場

合
は
も
ち
ろ
ん
付
録
の
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
時
点
で

何
か
問
題
が
あ
れ
ば
気
づ
け
る
は
ず
だ
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
間
も
短
く
作
業
も

カ
ン
タ
ン
な
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
だ
が
、
リ
リ

ー
ス
ノ
ー
ト
を
事
前
に
読
ん
で
、
付
録

の
Ｃ
Ｄ
で
テ
ス
ト
し
て
お
け
ば
、
厄
介

な
ハ
マ
り
に
遭
遇
す
る
可
能
性
を
さ
ら

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
事
前
準
備

が
大
切
だ
！
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Ubuntuの
お約束は

インストール前に
リリースノート！

リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト
を

読
ん
で
お
こ
う
!!

リリースノートを読むべし！

https://wiki.ubuntu.com/KarmicKoala/ReleaseNotes/ja

¡Japanese Teamが出すリリース
案内には、必ずリリースノートや技
術概要の和訳へのリンクが準備され
ている。きっちりアタマにたたき込
んでからインストールやアップグレー
ドを行うようにしよう。泣きながら
翻訳している、中の人との約束だ！

Ubuntu 9.10 リリースノートもくじ
①最低限必要な環境

1. ARM版 Ubuntu 9.10のリリースノート
②インストール

1.「推奨パッケージ」も自動的にインストールされます
2. 自動でパーティションを分割した場合、ハイバネートが使えないかもしれません
3. ドライバをインストールする前に、パッケージリストを手動で更新する必要があり

ます
4. Ubuntu 9.10 RCでインストールを行った際に、他のOSオプションがブートメ
ニューに表示されません
5. デグレード状態のRAIDからの自動起動はインストール後でないと設定できませ
ん
6. Kubuntu Netbook EditionではOEM "prepare for shipping"アイコンが表
示されません
7. UNRインストール時の確認ダイアログが隠れているかもしれません
8. WubiとUSBディスクのパーシステント領域
9. Ubuntu Moblin Remix developer preview にはインストールアイコンがあ
りません
10. 分離された /boot パーティションへのインストール

③アップグレード
1. モジュールオプションを使った無線帯域の地域制限の設定はサポートされなくな
りました
2. Beta版からのアップグレードの場合は手動で作業をする必要があります
3. ワコムのタブレットを利用している場合、X serverがクラッシュします
4. Ubuntu Netbook Remixでシャットダウンアプレットがアップグレード後に見
つかりません
5. Kubuntuには必要のない電源管理パッケージがインストールされたままになっ
ています
6. XorgのCtrl-Alt-Backspaceは標準で無効化されています

1. Ubuntuで Ctrl-Alt-Backspace を有効にする
2. Kubuntuで Ctrl-Alt-Backspace を有効にする

7. アップデートの通知方法が変更されました
8. MySQLのアップグレード

1. MySQL Clusterのセットアップ
9. /etc/event.dは、もう利用されません
10. Syslogがアップグレードされました
11. Eucalyptus 1.5のスナップショットが、1.6への移行で継承されません

④その他の不具合
1. ext4に切り替える場合は手動でGRUBのアップデートが必要です
2. ext4 ファイルシステムでは巨大なファイルが破損する恐れがあります
3. Ubuntu Oneクライアントは post-install アップグレードが必要です
4. Upstartジョブはchroot環境で実行できません
5. ログインスクリーンが、ブートの関係のないファイルシステムのマウント以前に表
示されます。
6. Avahiは.localドメインが存在する場合は起動できません
7. EeePCに搭載された、Ralink rt2860無線LANチップをFn+F2で無効にする
と、カーネルがクラッシュします
8. MSI Windネットブックに搭載された bison webcamと USB errors
9. Intel 82852/855GMビデオチップでKMSを使うと、Xvが機能しなくなりま
す
10. MSI Windネットブックの輝度がKMS利用時に勝手に上下します
11. Kubuntu GUIパッケージ・マネージャは署名されてないパッケージリポジトリ
からのインストールを警告しません
12. AmarokはLive CDからKubuntuを実行している場合に追加コーデックをダ
ウンロードしません
13. Evince PDFビューアは標準と異なるホームディレクトリでは動作しません
14. UECのWebインターフェースへの初めてのアクセスが拒否されることがありま
す
15. UEC環境に追加の「Node」をセットアップする際、インストールが失敗すること
があります
16. UECのユーザを新規作成した場合、確認メールが届きません
17. UECのゲストインスタンスでは、ユーザーデータにアクセスすることができま
せん
18. virtio ネットワークを有効にしてUbuntu 8.04をKVMで使うと、クラッシュし
ます。
19. Ubuntu 9.10の Samba のドメインコントローラでは Windows 7のドメイ
ンメンバが認証に失敗します
20. Sambaのnmbdデーモンが起動時に開始されません
21. SPARCプロセッサはUbuntu 9.10ではサポートされません
22. 古いATIグラフィックカードで画面が崩れます

⑤日本語環境に限定される注意点
1. アップグレードにより、SCIMからiBusに移行されます

1. SCIMへの設定変更/「日本語Remix」を利用しない場合
2. SCIMへの設定変更/「日本語Remix」を利用する場合

2. 9.04からのアップグレード時、ATOK X3が無効になるかもしれません
3. ISOイメージを日本語を含むパスに置くと、USBスタートアップディスクの作成
に失敗します
4. カタカナを含むWindowsユーザ名ではWubiは動作しません
5. 9.04からのアップグレード時、OpenOffice.orgなどの翻訳が不要なパッケー
ジと判断されます

※この目次は、KarmicKoala/ReleaseNotes/ja
（https://wiki.ubuntu.com/KarmicKoala/ReleaseNotes/ja）より引用されたもの
です。正確な内容は引用元ウェブサイトを参照し確認してください。

技
術
概
要
で
新
機
能
や

変
更
点
を
チ
ェ
ッ
ク
！

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
前
に
も

付
録
Ｃ
Ｄ
で
起
動
し
よ
う



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
は
使
う
人
の
要
望
に

応
じ
た
た
く
さ
ん
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
う
ま
く
選
択
す
る
こ
と
で
、

よ
り
「
使
い
や
す
い
」
環
境
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
仲
間
た
ち
の
基
本
と

な
る
の
が「
Ｕ
ｂｕｎ
ｔｕ
Ｄｅｓ
ｋ
ｔｏｐ
」

だ
。
一
般
的
に
「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
」
と
言

う
場
合
は
、
こ
の
「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
Ｄ
ｅ

ｓ
ｋ
ｔ
ｏ
ｐ
」
に
な
る
だ
ろ
う
。
９
・
04

ま
で
の
オ
レ
ン
ジ
色
や
、
９
・
10
か
ら

の
焦
げ
茶
色
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
印
象
的

な
Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
に
よ
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

と
、
初
心
者
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
に

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
環
境
が
特
徴
だ
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
近
い
操
作
性
と
、「
普

通
の
人
」
が
必
要
と
す
る
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
向
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア（
ブ
ラ
ウ
ザ
や
オ

フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
・
メ
ー
ラ
ー
な
ど
）が
プ

リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
直
後
か
ら『
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

の
代
わ
り
』
と
し
て
使
う
の
に
も
っ
て

こ
い
の
環
境
だ
。

こ
の
「
Ｕ
ｂｕ
ｎ
ｔｕ
Ｄｅｓ
ｋ
ｔｏｐ
」

そ
の
も
の
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
本
誌

の
付
録
に
も
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ

ｓ
ｅ
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
（
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ

Ｃ
Ｄ
）」で
、具
体
的
に
は
日
本
語
入
力

ま
わ
り
や
、
日
本
で
よ
く
利
用
さ
れ
る

ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ラ
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ォ
ン
ト
設
定
な
ど

の
面
で
、
日
本
語
環
境
に
必
要
な
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

「
他
の
人
と
は
違
う
ほ
う
が
い
い
」「
手

に
な
じ
む
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
し
た
い
」
と

い
う
場
合
、
Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
っ
て

み
る
の
が
オ
ス
ス
メ
だ
。
Ｋ
Ｄ
Ｅ
ベ
ー

ス
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
に
、
青
を
ベ

ー
ス
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
だ
。

様
々
な
動
作
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

の
も
Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
大
き
な
特
徴
の

ひ
と
つ
。
さ
ら
に
Ｋ
Ｄ
Ｅ
に
は
「
Ｐ
ｌ
ａ

ｓ
ｍ
ａ
」
と
い
う
、
超
先
進
的
な
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
も
準
備
さ
れ
て
お
り
、
見
た
目

の
良
さ
も
追
求
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

弱
点
は
ユ
ー
ザ
ー
が
少
な
く
、
日
本
語

で
読
め
る
情
報
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と

と
、
日
本
語
入
力
周
り
が
弱
い
点
な
の

で
、
自
信
が
な
い
人
は
通
常
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
を
使
う
ほ
う
が
い
い
。

苦
難
を
乗
り
越
え
て
で
も「
手
に
な
じ

む
」環
境
が
欲
し
い
人
は
、Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
・
Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
は
、

Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
を
搭
載
し
た
「
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」

向
け
の
専
用
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
準
備
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「U

buntu
N

et
book

R
em

ix

」
と
「K

ubuntu
N

et
book

Rem
ix

」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は

狭
い
画
面
で
も
快
適
に
使
え
る
よ
う
に
、

専
用
の
ラ
ン
チ
ャ
や
設
定
が
追
加
さ
れ

た
も
の
だ
。
表
示
も
ス
ッ
キ
リ
と
わ
か

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
機
能
は
フ
ル
に
使
え
る
ぞ
。

基
本
的
な
オ
フ
ィ
ス
ア
プ
リ
や
ブ
ラ
ウ

ザ
・
メ
ー
ラ
ー
な
ど
も
入
っ
て
い
て
、

「
す
ぐ
使
え
る
」
環
境
だ
。「W

indow
s

7 Starter

」
が
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
で
は
壁
紙
の
変

更
す
ら
で
き
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
を
も
っ
と
自
由
に
使
い
た
い
！
　
な

ん
て
い
う
人
は
こ
れ
を
使
う
の
が
オ
ス

ス
メ
！

古
め
の
Ｐ
Ｃ
な
ど
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

使
う
場
合
、
Ｘ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
う
の

が
オ
ス
ス
メ
だ
。
Ｘ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
Ｇ

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
で
は
な
く
「
Ｘ
ｆ
ｃ
ｅ
」
と
い

う
軽
量
な
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
を
ベ
ー

ス
に
し
て
お
り
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
２
０

０
０
や
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
が
出
た
て

の
こ
ろ
の
、
数
年
前
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

で
も
そ
こ
そ
こ
快
適
に
動
作
す
る
の
が

特
徴
だ
。
と
に
か
く
軽
い
こ
と
が
特
徴

で
、
設
定
の
自
由
度
や
機
能
で
は
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
や
Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
比
べ
る
と

劣
る
も
の
の
、
サ
ク
サ
ク
し
た
動
作
は

魅
力
い
っ
ぱ
い
だ
。
仮
想
化
環
境
で
使

う
Ｏ
Ｓ
と
し
て
も
良
い
選
択
肢
に
な
る

だ
ろ
う
。
最
新
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
使

っ
て
い
る
場
合
で
も
、
超
高
速
に
動
作

す
る
環
境
が
ほ
し
け
れ
ば
試
し
て
み
よ

う
。
公
式
サ
イ
ト
はhttp://w

w
w

.
xubuntu.org/

だ
。

14

用途別に
ピッタリの
Ubuntuを

選ぼう!!
Ubuntu ALL LINE UP!!

01 Ubuntu Desktop
Ubuntu Japanese Remix

02 Kubuntu

03 Ubuntu Netbook Remix

04 Kubuntu Netbook Remix

こんなにある!
Ubuntuと
その仲間たち

01
基本中の基本
始めるならコレ！
Ubuntu
Desktop
Ubuntu Japanese
Remix

02

カスタマイズで
人とは違う環境に
仕立て上げよう！

Kubuntu

05

動作が軽い！
ちょっと古めのPCに
オススメの

Xubuntu

03 04
ネットブックで
使うならコレ！

Ubuntu/Kubuntu
Netbook
Remix
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ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
向
け
の
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
と

し
て
「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
」
と
い
う
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
Ｍ

ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
」
で
使
わ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
特
別
版
と
し
て
「U

buntu
M

oblin
Rem

ix

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
と
同
じ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環

境
が
使
え
る
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
だ
。

９
・
10
の
時
点
で
は
「D

eveloper
Preview

」（
開
発
者
向
け
プ
レ
ビ
ュ
ー
）

と
い
う
形
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
常

用
に
は
向
か
な
い
が
、「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ

を
体
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
最
高
の
環
境
だ
ろ
う
。
　
開
発
版

だ
け
に
、
日
本
語
の
表
示
や
入
力
に
問

題
が
あ
る
こ
と
と
、一
部
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
通
常
の
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
だ
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
や
フ

ァ
イ
ル
サ
ー
バ
と
し
て
使
い
た
い
場
合
、

「U
buntu

Server

」
を
使
う
こ
と
を
検

討
し
て
み
よ
う
。サ
ー
バ
管
理
者
に
と
っ

て「
使
い
や
す
い
」配
慮
が
徹
底
的
に
行

わ
れ
た
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、「
サ
ー
バ
に
は
余
計
な
も
の
が
入

っ
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
設
計

思
想
の
も
と
、「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
直
後
は

コ
ン
ソ
ー
ル
だ
け
」「
基
本
的
な
機
能
は

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
」と
、初
心

者
に
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
ハ
ー
ド
な
仕
様

だ
。デ
ス
ク
ト
ッ
プ
版
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

サ
ー
バ
ー
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
い
き
な
り
サ
ー
バ
版
に
手
を
出

す
の
で
は
な
く
、
十
分
に
慣
れ
て
か
ら

に
し
た
ほ
う
が
い
い
。
Ｕ
Ｅ
Ｃ
な
ど
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
中
で
も
特
に「
ア
ツ
い
」

機
能
は
こ
の
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
の
産
物
だ
。上

級
者
に
は
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
録
画
を
し
て

い
る
人
は
、「
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
Ｔ
Ｖ
」
と
い
う

ソ
フ
ト
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
Ｔ
Ｖ
と
い
う

の
は
、「
Ｐ
Ｃ
を
Ｈ
Ｄ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
に

す
る
」
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
予
約

録
画
や
各
種
チ
ャ
ン
ネ
ル
操
作
・
Ｅ
Ｐ

Ｇ
ベ
ー
ス
の
録
画
な
ど
な
ど
、「
Ｐ
Ｃ
で

テ
レ
ビ
を
見
る
」
こ
と
を
徹
底
的
に
追

求
し
た
も
の
だ
。「M

ythbuntu

」
は

こ
の
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
Ｔ
Ｖ
と
Ｘ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

融
合
さ
せ
た
、
テ
レ
ビ
録
画
の
た
め
の

Ｏ
Ｓ
だ
。
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
地

デ
ジ
関
連
の
録
画
に
は
対
応
し
て
い
な

い
の
で
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
が
、
通
常
の

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
・
兼
・
大
画
面
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
た
め
込
ん
だ
録
画
コ
ン
テ
ン
ツ

の
視
聴
環
境
と
し
て
使
っ
て
み
る
の
も

一
興
だ
ろ
う
。

ウ
ェ
ア
シ
ン
セ
で
の
演
奏
に
は
応
答
速

度
も
重
要
な
の
で
、
設
定
の
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
や
、
果
て
は
カ
ー
ネ
ル
の
入
れ
替

え
な
ど
、
素
の
環
境
か
ら
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
す
る
の
は
結
構
面
倒
な
作
業
が
必
要

だ
。U

buntu
Studio

は
こ
う
し
た
作
業

を
事
前
に
済
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
ま

た
、
独
特
な
デ
ザ
イ
ン
の
壁
紙
や
ウ
ィ

ン
ド
ウ
な
ど
、
通
常
のU

buntu
D

esktop

と
は
ひ
と
味
違
う
見
た
目
も

特
徴
だ
。
も
ち
ろ
ん
ブ
ラ
ウ
ザ
な
ど
は

導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
普
通
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
と
し
て
使
う
こ
と
も
可
能
だ
。

た
だ
し
、
大
量
の
機
能
が
詰
め
込
ま
れ

て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｄ
で
は
な
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ

イ
メ
ー
ジ
で
の
配
布
と
な
っ
て
い
る
。
楽

譜
の
作
成
（M

useScore

）
や
各
種
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ン
セ
な
ど
な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
環
境
を
整
え
よ
う
と
す
る
と

数
万
〜
数
十
万
円
か
か
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
無
料
で
利
用
で
き
る
の
で
、
音
楽

制
作
や
動
画
編
集
に
興
味
が
あ
る
人
は

試
し
て
み
よ
う
。

注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、Ｌ
ｉｖｅ
Ｄ

Ｖ
Ｄ
環
境
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、イ
ン
ス
ト

ー
ル
は
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
行
う
必
要
が

あ
る
点
だ
が
、
制
作
か
ら
マ
ス
タ
リ
ン
グ

ま
で
、あ
ら
ゆ
る
面
倒
を
見
て
く
れ
る
。

音
楽
制
作
（
Ｄ
Ｔ
Ｍ
）
や
画
像
・
動

画
の
編
集
な
ど
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
環

境
で
整
え
よ
う
と
す
る
と
か
な
り
高
価

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
だ
。
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
の
よ
う
な
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ベ
ー
ス

の
環
境
（
自
由
で
無
償
な
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
環
境
の
こ
と
）
で

編
集
が
行
え
れ
ば
な
あ
、
と
思
う
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
人
に
向
け
た
環

境
が
「U

buntu
Studio

」
だ
。
い
わ

ゆ
る
Ｄ
Ａ
Ｗ
（D

esktop
A

udio
W

orkstation

）
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
シ
ン
セ
や
シ
ー
ケ
ン
サ
・
波
形
編
集

な
ど
の
音
楽
向
け
ア
プ
リ
と
、
動
画
編

集
や
２
Ｄ/

３
Ｄ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
成
の

た
め
の
ア
プ
リ
の
両
方
が
プ
リ
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。「
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て

モ
ノ
を
作
る
」
た
め
の
環
境
だ
。

特
に
Ｄ
Ｔ
Ｍ
の
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
だ
し
、
ソ
フ
ト 05 Xubuntu

06 Ubuntu Studio

07 Mythbuntu

08 Ubuntu Server Edition

09 Ubuntu Moblin Remix

06

高品位な
音楽や動画の
制作環境！

Ubuntu Studio

07

テレビや動画を
快適に観たい

Mythbuntu

08

サーバとして
使いたい

Ubuntu 
Server

09
ウワサの
Moblinを
使ってみたい！

Ubuntu 
Moblin Remix



構
成
に
よ
っ
て
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で

う
ま
く
動
か
な
い
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
も
あ

る
ぞ
。
特
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
周

り
の
問
題
が
深
刻
で
、
Ｓ
ｉ
Ｓ
・
Ｖ
Ｉ
Ａ

の
オ
ン
ボ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
だ
と
画
面

表
示
す
ら
さ
れ
な
い
、
な
ん
て
こ
と
が

起
こ
る
。
こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
の
完
成
度

の
問
題
で
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
チ
ッ
プ
の
機
能
を
使
っ
た
高
速
表
示
）

を
試
み
る
と
、
逆
に
画
面
が
崩
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
う
ま
く
表
示
さ
れ
な
い
こ

と
が
多
い
。

こ
う
い
う
場
合
は
、「
セ
ー
フ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
」
だ
。
高
速
化
の
た

め
の
機
能
が
問
題
な
の
で
、
そ
れ
を
オ

フ
に
し
て
し
ま
う
「
セ
ー
フ
モ
ー
ド
」
な

ら
大
丈
夫
、
と
い
う
わ
け
だ
。
が
、
高

速
化
機
能
が
使
え
な
く
な
る
の
で
、
こ

の
モ
ー
ド
は
画
面
表
示
が
非
常
に
遅
く

な
っ
て
、
あ
ま
り
う
れ
し
く
な
い
。「
新

し
く
中
古
マ
シ
ン
を
買
っ
て
く
る
」
な

ん
て
場
合
は
で
き
る
だ
け
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
回
り
の
ス
ペ
ッ
ク
に
注
意
し
て
お
く

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
特
に
Ｓ
ｉ
Ｓ
の
オ
ン
ボ
ー
ド

チ
ッ
プ
セ
ッ
ト
は
、
イ
ン
テ
ル
の
Ａ
ｔ
ｏ

ｍ
を
搭
載
す
る
よ
う
な
新
し
い
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
で
も
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
用
マ
シ
ン
を
新
調
す
る
場
合
は

注
意
し
て
お
こ
う
。
イ
ン
テ
ル
純
正
の

ミ
ニ
Ｉ
Ｔ
Ｘ
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
の
中
に
も
、

Ｓ
ｉ
Ｓ
チ
ッ
プ
セ
ッ
ト
を
搭
載
し
て
い

る
（
そ
し
て
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
う
ま
く
画

面
が
表
示
さ
れ
な
い
）
製
品
が
存
在
す

る
ぐ
ら
い
だ
。
ど
う
せ
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
を
使
う

な
ら
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
も
の
を
選
ん
だ
ほ
う
が

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は
使
い
や
す
い
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｏ
Ｎ
な
ら
３
Ｄ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
も
使

え
る
ぞ
。

「
う
ま
く
動
か
な
い
が
、
一
応
動
く
」

と
い
う
も
の
だ
け
で
な
く
、「
全
く
動
か

な
い
」
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
も
ま
れ
に
存
在

す
る
。
そ
れ
は
「
メ
ー
カ
ー
独
自
の
デ

バ
イ
ス
」
だ
。
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
や

特
殊
な
入
力
デ
バ
イ
ス
な
ど
が
該
当
す

る
。
こ
う
し
た
デ
バ
イ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
ド
ラ
イ
バ
」
し
か
付
い

て
こ
な
い
の
で
、
ど
う
や
っ
て
も
動
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
仕
様
が
公
開
さ
れ
れ

ば
、
誰
か
が
ド
ラ
イ
バ
を
作
っ
て
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
あ
た
り

は
完
全
に
メ
ー
カ
の
対
応
次
第
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

認
識
は
、「
実
際
の
ユ
ー
ザ
ー
が
、
う
ま

く
動
く
よ
う
に
調
整
し
た
」
も
の
も
結

構
多
い
。
こ
の
た
め
、
使
っ
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
が
世
界
で
マ
イ
ナ
ー
で
あ
れ
ば

マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
ほ
ど
、
う
ま
く
動
か

な
い
可
能
性
が
高
い
。

16

世
の
中
の
パ
ソ
コ
ン
の
多
く
は
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
向
け
に
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
動
か
そ
う
と
す
る
と
ハ

マ
る
こ
と
が
あ
る
。

顕
著
な
の
が
一
部
の
Ｈ
Ｐ
の
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
で
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
よ
う
な
電
力
管

理
機
構
が
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
に
対
応
し
て
い
な

い
、
と
い
っ
た
理
由
で
、
起
動
す
ら
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
９
・
10
で
取
り
入
れ
ら
れ
た

「
Ｋ
Ｍ
Ｓ
」
も
特
定
の
機
種
で
は
不
具

合
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
問
題

の
あ
る
機
種
で
は
無
効
に
す
る
た
め
に
、

起
動
時
に
「nom

odeset

」
が
必
要
な

こ
と
も
起
き
る
。

も
し
Ｃ
Ｄ
起
動
を
試
し
て
み
て
う
ま

く
動
か
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
起
動
オ

プ
シ
ョ
ン
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
ん
な
場
合
は
「nolapic

・noapic

・

noacpi

」
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
試
し

て
み
よ
う
。
こ
の
手
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
な
ら
、
31
ペ

ー
ジ
へ
Ｇ
Ｏ
！

インストール前に
動作しない環境を
確認しておこう！

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
動
か
な
い

パ
ソ
コ
ン
は
存
在
す
る
の
？

動作させづらい周辺機器

●地デジチューナー
●ワンセグチューナー
●FeclicaなどのICカードリーダ
●日本独自の3Gケータイ
●Windows専用と書かれた

タッチパネル
●一部のタブレット

リリースノートを読むべし！

https://wiki.ubuntu.com/KarmicKoala/ReleaseNotes/ja

™

口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
言
う
が
、
こ
れ
を
読
ま

ず
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は
す

る
べ
か
ら
ず
、
だ
。

Ｓ
ｉ
Ｓ
、
Ｖ
Ｉ
Ａ
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
困
難

ど
ん
な
環
境
に
入
れ
る

の
が
難
し
い
の
？

Ｐ
Ｃ
だ
け
で
な
く
周
辺
機
器

の
対
応
状
況
も
チ
ェ
ッ
ク
！

独
自
仕
様
の
ハ
ー
ド
は

動
か
な
い
こ
と
が
多
い

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
が
苦
手
と
す
る
の
は
、

ブ
ル
ー
レ
イ
の
よ
う
な
「
著
作
権
保
護

機
能
つ
き
」
コ
ン
テ
ン
ツ
の
再
生
だ
。

こ
れ
ら
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ん
だ

上
で
商
用
ソ
フ
ト
を
開
発
し
な
い
と
い

け
な
い
の
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
は
こ
う
し
た
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
が
難
し
い
か
ら
だ
。

ま
た
、「
専
用
の
ア
プ
リ
を
必
要
と
す

る
操
作
」
も
苦
手
だ
。
た
と
え
ば
ｉ
Ｔ

ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
。
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
リ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
転
送
は
で
き
る
が
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
ス

ト
ア
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
買
っ
て
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ

へ
転
送
は
で
き
な
い
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
で
き
な
い
の
で
注
意

が
必
要
だ
。

同
じ
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
作

す
る
ゲ
ー
ム
や
、
金
融
機
関
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
「
Ｉ
Ｅ
専
用
」

な
ん
て
ウ
ェ
ブ
も
苦
手
だ
。
絶
対
動
か

な
い
と
困
る
、
な
ん
て
場
合
は
デ
ュ
ア

ル
ブ
ー
ト
に
し
て
お
こ
う
。

著
作
権
保
護
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
は
対
応
で
き
て
い
な
い

再
生
で
き
な
い
動
画
や

音
楽
な
ど
も
あ
る

™インテルのマザーボードだからと言って、チッ
プが全部インテルとは限らないのだ。

グラフィックの仕様に注意

™ライブCDから起動して[F4]キーを押すと、セ
ーフグラフィックスモードで起動できる。

セーフグラフィックスモード

™一部のタブレットやタッチパネルは動かないことがある。
タブレットはWacomなら動く可能性が高い。

Ubuntuが苦手な分野

●著作権保護コンテンツの再生
●日本語OCR
●iTunes ストアでのコンテンツ購入
●商用ゲーム全般
●ブラウザで動作するゲームの一部
●インターネットバンキング

™専用アプリの使用を条件として要求してくるコンテンツ
は苦手、ということなのだ。



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
状
態
で
試
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動

す
る
だ
け
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
と
同

じ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
と
呼
ん
で

い
る
。「
こ
の
マ
シ
ン
で
う
ま
く
動
く
か

な
」
と
か
、「
ど
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使

え
ば
い
い
の
か
？
」「
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
使
え
ば
い
い
の
？
」
と
い
っ
た
、
実

際
に
試
さ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
で

悩
む
場
合
に
オ
ス
ス
メ
だ
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
Ｃ
Ｄ
の
使
い
方
は
と

っ
て
も
カ
ン
タ
ン
、
本
誌
付
録
の
Ｃ
Ｄ

や
、
自
分
で
作
っ
た
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
Ｃ

Ｄ
を
準
備
し
て
、
Ｃ
Ｄ
か
ら
ブ
ー
ト
す

る
だ
け
だ
。
Ｐ
Ｃ
の
電
源
を
入
れ
た
ら

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ド
ラ

イ
ブ
な
ん
か
で
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）
に

Ｃ
Ｄ
を
入
れ
て
、
し
ば
ら
く
待
と
う
。

最
初
に
表
示
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
変
更
を
加
え
ず
に
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
っ
て
み
る
」
を
選
択
し
、

［
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
］
キ
ー
を
押
そ
う
。
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
２
の
よ
う
な
画
面
が
し
ば
ら
く
表

示
さ
れ
た
後
で
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
画
面
に
な
る
は
ず
だ
。

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
に
は
「
イ
ン
ス
ト

ー
ル
」
と
い
う
ア
イ
コ
ン
が
あ
る
。
ラ
イ

ブ
Ｃ
Ｄ
環
境
で
試
し
て
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
が

気
に
入
っ
た
ら
、
こ
の
ア
イ
コ
ン
を
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま

イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
に
入
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
起
動

後
も
必
要
に
応
じ
て
Ｃ
Ｄ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
の
で
、
Ｃ
Ｄ
は
入
れ
っ
ぱ
な
し
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
環
境
」
と
い
う
と
、

体
験
版
み
た
い
な
や
つ
じ
ゃ
な
い
の
？

と
思
う
だ
ろ
う
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
フ

ル
機
能
が
利
用
で
き
る
。
唯
一
の
制
限

は
、
再
起
動
す
る
と
デ
ー
タ
が
な
く
な

る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｄ
な
の
で
仕
方

な
い
点
だ
が
、
重
要
な
デ
ー
タ
を
残
し

て
再
起
動
し
な
い
よ
う
に
。
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インストール前に
Ubuntuの基本を

CDでチェック！

イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
前
に

Ｃ
Ｄ
で
試
し
て
み
よ
う
！

付
録
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
を
試
す
！

イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
の
世
界
を

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
で
体
験
！

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
起
動
し
よ
う

起
動
画
面
を
よ
く
見
て
み
よ
う
。
起

動
す
る
デ
バ
イ
ス
を
切
り
替
え
る
キ
ー

操
作
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
使
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
に
も
よ
る
が
、

「F
12: S

elect
B

o
o

t
D

evice

」
と
か

「F
12: B

o
o

t
O

p
tio

n

」
な
ど
の
表
示

が
あ
る
場
合
は
、
間
違
い
な
く
「
電
源

投
入
直
後
、
起
動
時
に
［
Ｆ
12
］
キ
ー

を
押
す
」
だ
。
特
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

入
力
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
１
秒
お
き
ぐ
ら
い
に
繰
り
返
し

入
力
し
て
お
く
と
確
実
だ
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
が
起
動
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
再
起
動
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
Ｂ

Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
設
定
を
変
更
し
て
、
Ｃ
Ｄ-

Ｒ

Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
起
動
す
る
よ
う
に

設
定
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。［
Ｆ
２
］か［
Ｄ
ｅ
ｌ
］キ
ー
を
押

し
て
、Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の「B

o
o

t
S

ettin
g

s
」

の
よ
う
な
設
定
項
目
で
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド

ラ
イ
ブ
を
一
番
上
に
変
更
し
て
み
よ
う
。

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
に
付

属
し
て
き
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
参
照

し
よ
う
。

Ｃ
Ｄ
か
ら

起
動
で
き
な
い

と
い
う
と
き
は
？

!

™最新PCでは［F12］で起動デバイスを選択できる
ようになっているハズ。まずはキーを確認しよう。

最新PCは［F12］キー

™ある程度、動作環境をチェックしたら、そ
のままインストール作業に移れるのだ。

そのままインストールも可能

¢

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
る
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の

起
動
途
中
の
画
面
。
し
ば
ら
く
す
る
と
起
動

音
が
鳴
る
は
ず
だ
。

Ubuntuを起動させる

¢

メ
ニ
ュ
ー
の
一
番
上
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

変
更
を
加
え
ず
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
っ
て
み

る
」
を
選
択
し
よ
う
。

CDから起動成功！デスクトップが表示される

¢

画
面
右
上
の
ア
ン
テ
ナ
や
ケ
ー
ブ
ル
の
形
の

ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ネ
ッ
ト
へ
の
接

続
状
況
が
見
え
る
。
ブ
ラ
ウ
ザ
も
使
え
る
。

ネットワーク接続も

¢

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
あ
る
「
Ｅ
ｘ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｓ
」

の
中
に
あ
る
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
と
こ
ろ
。
動

画
も
再
生
。

いろいろ試してみよう

¢

画
面
右
上
の
電
源
マ
ー
ク
か
ら
プ
ル
ダ
ウ
ン

メ
ニ
ュ
ー
で
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
を
選
択
す
る
。

Live CDを終了する

¢

こ
れ
が
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
だ
。

自
由
に
ア
プ
リ
な
ど
を
起
動
で
き
る
状
態
だ
。



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
含
め
た
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
全

般
で
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

は
、
Ｏ
Ｓ
標
準
で
ド
ラ
イ
バ
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
基
本
だ
。
別

途
ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
の

で
は
な
く
、
Ｏ
Ｓ
標
準
の
ド
ラ
イ
バ
で

利
用
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
逆
に

言
う
と
、
Ｏ
Ｓ
標
準
ド
ラ
イ
バ
で
認
識

さ
れ
な
い
場
合
、
別
途
ド
ラ
イ
バ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
に
は
難
し
い
設
定
操

作
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
前
に
、
標
準
で
デ
バ

イ
ス
が
認
識
さ
れ
る
か
ど
う
か
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
こ
で
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
環
境
で
起

動
し
た
ら
、
ま
ず
最
初
に
各
種
ア
プ
リ

の
動
作
を
試
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
的
に
正
し
く
動
作
す
る
か

ど
う
か
が
目
的
な
の
で
、
ア
プ
リ
の
起

動
後
、
す
ぐ
に
終
了
し
て
も
い
い
。
起

動
中
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
、
な
ど
と
い

っ
た
現
象
が
起
こ
ら
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

す
れ
ば
十
分
だ
。

た
だ
し
、
正
常
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

動
作
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、
Ｆ

ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
表
示

で
き
る
か
は
確
認
し
て
お
こ
う
。
場
合

に
よ
っ
て
は
自
分
で
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
な
ど

で
検
索
し
て
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
の
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
環
境
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な

が
ら
な
い
と
大
変
だ
か
ら
だ
。

Ｂ
ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｃ
ｏ
ｍ
や
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｓ
な

ど
の
一
部
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
チ
ッ
プ
を
利

用
す
る
Ｐ
Ｃ
は
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ま

ま
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
使
え
な
い
こ

と
が
あ
る
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ

バ
を
追
加
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
こ
の

あ
た
り
の
チ
ッ
プ
の
場
合
は
実
際
に
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
か

ら
試
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

ケ
ー
ブ
ル
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し

て
い
て
、
充
分
な
メ
モ
リ
を
搭
載
し
て

い
れ
ば
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
の
状
態
で
も

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
設
定
］-

［
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ
］
を
起
動

し
て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ド
ラ
イ
バ
が
存
在
す

る
か
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
テ
ス
ト

も
で
き
る
。
試
し
て
み
て
も
い
い
だ
ろ

う
。

こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
Ｏ
Ｋ
、
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
確
認
す
る
こ
と

は
残
っ
て
い
る
。
日
常
的
に
使
っ
て
い

る
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
が
き
ち
ん
と
動
作

す
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
ぞ
。

プ
リ
ン
タ
類
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
に
試

行
錯
誤
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、「
毎
日
プ
リ
ン
タ
を
使
う
」
な

ん
て
人
が
、
プ
リ
ン
タ
を
使
え
な
く
な

る
と
厄
介
だ
。

あ
わ
せ
て
、「
サ
ウ
ン
ド
が
ち
ゃ
ん
と

再
生
さ
れ
る
か
」（
ロ
グ
イ
ン
し
た
時
点

で
サ
ウ
ン
ド
が
鳴
っ
て
い
れ
ば
大
抵
は

大
丈
夫
だ
）、「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
動
か
し

て
み
て
、
お
か
し
な
残
像
が
残
ら
な
い

か
」「
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
て
も
お
か
し

な
動
作
に
な
ら
な
い
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
こ
う
。

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
い
る
場
合
、

「
フ
タ
を
閉
じ
て
み
る
」「
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

タ
を
抜
い
て
、
ま
た
挿
し
て
み
る
」
と

い
う
電
源
ま
わ
り
も
重
要
だ
。
こ
れ
く

ら
い
の
動
作
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う

だ
と
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ウ
ェ
ブ

上
で
動
作
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
挙
動
も
確

認
し
て
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。
ロ
グ
イ

ン
で
き
る
か
、
画
面
が
崩
れ
な
い
か
、

動
作
が
遅
く
な
い
か
、
あ
た
り
が
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
だ
。
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Live CDの状態で
ハードウェアの

動作確認を
しておこう!!

デ
バ
イ
ス
が
標
準
状
態
で

動
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

で
き
る
か
は
必
ず
確
認
！™Live CDの状態でもUSBメモリを認識するの

で、作成したデータはUSBメモリへ保存できる。

USBメモリも使える！

£

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
解
像
度
を
確
認
し
て
お
こ

う
。た
い
て
い
は
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
を
追

加
す
る
と
き
ち
ん
と
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ディスプレイの状態

¡［ハードウェア・ド
ライバ］で追加インス
トールできるドライバが
あ る か 確 認 。 左 は
NVIDIAのドライバがイ
ンストールできるのがわ
かる。

ドライバを確認

™

ウ
ェ
ブ
が
表
示
で
き
れ
ば
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後

も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
の
は
確
実
だ
。
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

ウェブを表示できるか確認

イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
終
わ
っ
た
ら
Ｃ
Ｄ

の
役
割
は
終
了
、
ど
う
せ
ま
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ

に
焼
け
ば
い
い
し
、
ゴ
ミ
箱
に
直
行
、

な
ん
て
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ

の
Ｃ
Ｄ
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
環
境
で
起
動
で
き

る
し
、
デ
ィ
ス
ク
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

操
作
に
も
使
え
る
便
利
な
ヤ
ツ
な
の
だ
。

ま
た
、
万
が
一
Ｏ
Ｓ
が
起
動
し
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、
こ
れ
が
あ

れ
ば
Ｏ
Ｓ
の
復
旧
作
業
も
で
き
る
し
、

最
悪
の
場
合
は
デ
ー
タ
だ
け
を
吸
い
上

げ
る
作
業
に
も
使
え
る
の
ダ
。

ト
ラ
ブ
ル
時
に
も
使
え
る

レ
ス
キ
ュ
ー
Ｃ
Ｄ
に
な
る

イ
ン
ス
ト
ー
ル
が

終
わ
っ
て
も

Ｃ
Ｄ
は
捨
て
な
い
で
！

!

™パーティション構成を変更したり、容量を
拡大・縮小できるツールだ。

パーティション・エディタ

™HDDの動作状態や含まれるデータを確
認できるツール。動作がオカシイときの
チェックに便利！

ディスクユーティリティ

よ
く
使
う
周
辺
機
器
を

洗
い
出
し
て
お
こ
う

ほ
か
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

も
確
認
し
て
お
こ
う



性
も
あ
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
日
本
語
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
も
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
操
作
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
多
く
投
稿

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で「
Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
」と
呼
ば
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
出
番
だ
。
Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
を
使

え
ば
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
内
に
仮
想
デ
ィ
ス
ク
を
作
成
し
、

そ
こ
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
な
ら

ば
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
変
更
が
必
要

な
い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
に
く
い
。

も
ち
ろ
ん
、Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
専
用
の
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
場
合
と
使
い
勝

手
は
同
じ
だ
。
仮
想
デ
ィ
ス
ク
の
容
量

が
30
Ｇ
Ｂ
ま
で
に
制
限
さ
れ
、
デ
ィ
ス

ク
ア
ク
セ
ス
が
少
し
遅
く
な
る
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
多
く
の
場
合

は
問
題
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
を
起
動

し
た
状
態
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
Ｃ
Ｄ
を
Ｐ

Ｃ
に
セ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
起
動
す
る
。

自
動
的
に
「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
メ
ニ
ュ
ー
」

の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
な
い
場
合

は
、
Ｃ
Ｄ
内
に
あ
る
「w

ubi.exe

」
を

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て
実
行
し
よ
う
。
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Ｐ
Ｃ
に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
が
イ
ン
ス
ト

ー
ル
さ
れ
て
い
て
、
起
動
時
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
と
切
り
替
え
て
使
い
た
い
と
い
う
人

に
は
、
通
常
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
よ

り
安
全
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
方
法
が
あ
る
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
の
イ

ン
ス
ト
ー
ラ
を
実
行
し
た
場
合
、
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
が
縮
小
さ
れ
、
空
い
た
領

域
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
が
作
成
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
は
問

題
な
く
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
完
了
す
る
が
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
変
更
は
面
倒
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
を
削
除
し
て
元
に
戻
す
た
め
に
は
、

縮
小
し
た
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
マ
ス
タ
ー
ブ
ー
ト
レ
コ
ー
ド

を
元
に
戻
す
作
業
が
必
要
に
な
る
。
ま

た
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
変
更
中
に
停

電
が
発
生
し
た
り
、
操
作
を
間
違
っ
た

り
す
れ
ば
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
の
デ

ー
タ
が
読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能

Wubiを使って
起動時に

Windowsと
切り替えて使う！

安
全
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う

ユ
ー
ザ
名
に
カ
タ
カ
ナ
が
含
ま
れ

る
場
合
、
Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
が
起
動
し
な
い

問
題
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
は
カ
タ
カ
ナ
を
含
ま
な
い
ユ
ー
ザ

を
作
成
し
て
実
行
し
よ
う
。
ま
た
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
な
い
場
合
、
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
「
＠
」

に
設
定
さ
れ
る
バ
グ
が
あ
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
に
ロ
グ
イ
ン
後
、［
ユ
ー
ザ
と

グ
ル
ー
プ
］
を
設
定
し
な
お
そ
う
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の

ユ
ー
ザ
名
に
注
意
!!

!

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
と
き
の
手
順

!

£必ず設定しなければいけないのは、ユーザ名とパスワードだ。
Windowsのユーザ名がアルファベットならば、最初から同じ
ものが入力されている。そうでなければ空欄となっているので、
アルファベットの小文字で入力しよう。パスワードには、英
数字や記号が使える。8文字以上の文字列を設定しておこう。
その他、インストールするドライブやインストールサイズ（仮
想ディスクの容量）などを必要に応じて変更する。設定が終
わったら、［インストール］をクリックしよう。

Ubuntuの設定を行う

¢

メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
た
ら
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
内
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を
選
択
す
る
。

「Ubuntuメニュー」が起動

™

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
削
除
す
る
だ
け
と
、
削
除
の
方

法
も
簡
単
だ
。

¢

も
う
一
度
Ｏ
Ｓ
の
選
択
画
面
で
「U

buntu

」

を
選
べ
ば
ロ
グ
イ
ン
画
面
だ
。
こ
れ
で
完
了
！

Ubuntuにログイン！

¢

フ
ァ
イ
ル
が
コ
ピ
ー
さ
れ
、
完
了
し
た
ら
再

起
動
を
促
す
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
。

インストール開始！

¢

矢
印
キ
ー
で
「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
」
を
選
ん
で
Ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
キ
ー
を
押
す
。

起動するOSを選択する

¢

イ
ン
ス
ト
ー
ル
処
理
が
始
ま
る
。
完
了
す
る

と
、
自
動
的
に
再
起
動
さ
れ
る
。

インストール処理の開始

Windowsアプリと手順は同じ
Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
を
使
っ
て
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
場
合
、
ア
ン

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
簡
単
だ
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
上
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
に

あ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
追
加
と
削
除
」

（
Ｘ
Ｐ
の
場
合
）や「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア

ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」（
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
の
場

合
）を
開
き
、「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
」を
選
択

し
て
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
い
い
。



付
録
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
10
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
は
、

環
境
に
も
よ
る
が
、
30
分
程
度
で
終
わ

る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
な
ど
の
既
存
の
Ｏ

Ｓ
を
削
除
し
た
く
な
い
場
合
は
次
の
ペ

ー
ジ
の
注
意
書
き
を
読
ん
だ
上
で
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
８
に
注
意
し
よ
う
。
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付録のCDを
使って

UbuntuをPCに
インストール!!

付
録
Ｃ
Ｄ
を
ド
ラ
イ
ブ
に

入
れ
て
Ｐ
Ｃ
を
起
動
し
よ
う

¢

Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
設
定
を
確
認

し
よ
う
。Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
画
面
の
表
示
方
法

は
パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
読
も
う
。

光学ドライブから起動
¢

付
属
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
画
面
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
変
更
を
加
え
な
い
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
っ

て
み
る
」を
選
択
し
よ
う
。

これが起動メニューだ

¢

こ
れ
が
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
だ
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
な
く
て
も
一
通
り
の
機
能
を
試
せ
る
ぞ
。

これがUbuntuのデスクトップだ

¢

ユ
ー
ザ
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
決
め
る
。「
ロ

グ
イ
ン
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
要
求
す
る
」
設
定

が
お
す
す
め
だ
。

ユーザ名とパスワード

¢

こ
れ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
最
終
確
認
画
面
だ
。

確
認
し
て
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

最終確認

¢

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
か
ら
の
新
機
能
で
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
中
に
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
特
徴
を
教
え
て
く
れ
る
ぞ
。

スライドショー

場所の選択

¡一通り機能を試して、
インストールする決意が
固まったら、さっそくイ
ンストールしてみよう。
デスクトップに表示され
ている「Ubuntu 9.10の
インストール」をダブル
クリックしよう。

™タイムゾーンを決定するために、場所を選ぶ。これもすで
に「日本時間」が選択されているのでそのまま進もう。

キーボードレイアウト

™キーボードレイアウトはすでに「Japan」が選ばれている。
画面下部の入力テスト欄を使って確認できる。

インストール完了

™お疲れさま。インストールは完了だ。このままCD起動の
Ubuntuを使い続けることもできるが、ファイル類が保存され
ないので、すぐに再起動しよう。Ubuntuライフを楽しんで！

言語を選ぼう

™付録CDから起動した場合は、すでに「日本語」が選択さ
れているのでそのまま進もう。

さっそくインストール

START

FINISH!!

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

構
成
を
決
め
る

¢

「
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
と
し
て
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
、
起
動
時
に
ど
れ
を
起
動
す

る
か
選
択
」
を
選
ぶ
。
詳
し
く
は
次
頁
。

Windowsを削除しない場合

™「ディスク全体を削除してから使用する」
を選ぼう。Windowsが削除される。

Ubuntu専用にするなら
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Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

よ
う
と
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
す
で
に

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
な
ど
の
他
の
Ｏ
Ｓ

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
を
削
除
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
を
削
除
し
た
く
な
け
れ
ば
、
前
ペ

ー
ジ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
８
の
「
デ
ィ
ス
ク

の
準
備
」
で
「
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の

「
デ
ィ
ス
ク
の
準
備
」
に

注
意
し
よ
う
！

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
な
ど
他
の
Ｏ
Ｓ
と

デ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ト
に
す
る
と
き
に
は

?

™最終確認画面で「拡張」をクリックしてブ
ートローダのインストール先を設定する。

ブートローダのインストール先 Windowsを削除しないように

™

「
デ
ィ
ス
ク
の
準
備
」
で
は
「
そ
れ
ぞ
れ

別
の
も
の
と
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
起
動

時
に
ど
れ
を
起
動
す
る
か
選
択
」
を
選
ぼ
う
。

起動OSを選択できる！

™インストール後はこのような画面
で起動するOSを選択できるように
なる。

£通常は(hd0)で問題ない
が、USB外付けHDDなど
をUbuntuのインストール
先に指定した場合は、ブ
ートローダのインストール
先がそのドライブに変更
されていることを確認し
よう。

USB外付けHDDの場合

¡Windows XPやVista
ではISOイメージを焼
くためにはソフトウェ
アが必要だ。ここでは
「 Active@ISO
Burner」を使う方法
を紹介する。左記ダウ
ンロードページからダ
ウンロードして、イン
ストールしよう。

自分でCD-ROMを作成するには、
まずISOイメージ（CDイメージ）
をダウンロードしよう。日本語
Remixは Ubuntu Japanese
Teamのサイトからダウンロード
できる。

Active@ISO Burnerを使う方法

¡Windows 7ではISOディスクイメ
ージの書き込み機能を備えているの
で、ISOイメージのダウンロードを
終えたら、そのファイルを右クリッ
クしよう。「ディスクイメージの書き
込み」を選択して、空のCDを入れ
るだけだ。

Windows 7ならラクチン

¡「Active@ISO Burner」を
起動したら、 画面上部で、
ISOイメージが保存してある場
所を指定しよう。700MBの空
のCD-RやDVDを挿入したら、
続いて［BURN］をクリック
しよう。書き込みが始まる。

ISOイメージを選択して書き込もう

£ISOイメージをダウンロードしたフォルダを開こう。
そしてダウンロードしたファイルを右クリックして「書
き込む」をクリックしよう。すると書き込み設定画面
が表示されるぞ。

ダウンロードしたファイルを
右クリックするだけ

¡UbuntuのLiveCDを作成するに
は、700MBの空のCD-Rまたは
DVDメディアが必要だ。CDを挿
入したら、「書き込む」をクリッ
クしよう。これだけの操作で、
Ubuntu入りのCDの作成が完了だ。

空のCD-Rを挿入して書き込もう

Windowsで作成する場合

Ubuntuで作成する場合

CDイメージをダウンロード

http://www.ubuntulinux.jp/products/JA-Localized/download

http://www.ntfs.com/iso_burner_free.htm

CD-ROMを
自分で
作成する

と
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
起
動
時

に
ど
れ
を
起
動
す
る
か
選
択
」
を
選

ぼ
う
。
次
に
画
面
下
部
の
ス
ラ
イ
ダ

を
左
右
に
調
整
し
て
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
10
に
ど
れ
だ
け
の
容
量
を
割
り

当
て
る
か
決
定
す
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
外
付

け
Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
専
用

に
す
る
場
合
は
、
ブ
ー
ト
ロ
ー
ダ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
先
を
確
認
し
よ
う
。



な
い
。
や
は
り
、
普
段
利
用
し
て
い
る

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
環
境
と
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

を
同
時
に
使
い
た
い
と
い
う
ユ
ー
ザ
が

多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
広
く
使
わ

れ
て
い
る
の
が
、「V

irtualB
ox

」
や

「
Ｖ
Ｍ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
」
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
だ
。

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
で
「
仮
想
Ｐ
Ｃ
」
を

作
成
し
、
そ
こ
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
上
で

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
「Portable

U
buntu

Rem
ix

」
だ
。

配
布
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
上
で
展
開

し
て
実
行
す
る
だ
け
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
手
軽
さ
か
ら
利
用
者
を
増
や

し
て
い
る
。
ま
た
、「
ポ
ー
タ
ブ
ル
」
と

い
う
名
前
の
と
お
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

な
ど
に
入
れ
て
持
ち
歩
け
ば
、
外
出
先

の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｐ
Ｃ
で
自
分
好
み
の

環
境
を
起
動
で
き
る
と
い
う
の
も
人
気

の
理
由
だ
。
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Portable Ubuntu Remix

最新版は「Version DOS rele
ase 4」。Ubuntu 9.04ベースだ
が、いずれは9.10ベースのもの
がリリースされるだろう。

Ｗ
ｕ
ｂ
ｉ
で
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
内
に

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
も

の
だ
が
、
Ｐ
Ｃ
の
起
動
時
に
Ｏ
Ｓ
を
切

り
替
え
る
た
め
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
と
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
同
時
に
使
え
る
わ
け
で
は

Windowsの上で
Ubuntuを
動かそう！

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
上
で

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ア
プ
リ
を
使
う

ダウンロードして展開

™ファイルを展開するフォルダを選択する。ダウンロードしたフォル
ダが入力されているが、日本語やスペースが含まれていると動作し
ないので、必要に応じて「C:¥」などに変更して［Extract］をクリ
ックしよう。USBメモリに展開すれば複数のPCで利用できて便利だ。

Portable Ubuntuを起動

™起動すると、デスクトップ上部中央
にUbuntuのパネルが表示される。この
時点では日本語化されていないので、ま
だ英語のメニュー表示だ。

Portable Ubuntuのメニュー

™Portable Ubuntu Remixの初期言語設定は英語だ。
これを日本語に変更することもできる。必要なら次
のステップに進もう。

インストールは展開するだけ

£展開したディレクトリをエクスプ
ローラで開き、「pubuntu.exe」（拡
張子を表示していない場合は「pub-
untu」）を実行しよう。なお、実行
するユーザには「コンピュータの管理
者（アドミニストレータ）」権限が
必要だ。実行時、Windowsファイ
アウォール警告ダイアログが表示さ
れるので「ブロックを解除する」を
クリックしよう。

アプリを起動させてみよう

£メニューからアプリケーションを選
択すれば、まるでWindowsアプリケ
ーションのようにUbuntuのアプリケ
ーションが起動する。

エラーを確認するには

£実行中、トレイに表示されるアイ
コンをクリックするとcoLinuxのコン
ソール画面の表示・非表示を切り替
えられる。正常に動作しない場合は、
エラー出力を確認するといいだろう。

http://portableubuntu.demonccc.com.ar/download



「Portable
U
buntu

Rem
ix

」
の
初

期
言
語
設
定
は
英
語
だ
。
こ
れ
を
日
本

語
に
変
更
し
よ
う
。
ま
ず
、
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
［System
］-

［A
dm

inistra
tion

］-

［Language
Support

］
を
選

択
す
る
。
表
示
さ
れ
た
ダ
イ
ア
ロ
グ
で

「Install/R
em

ove
Languages...

」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
現
れ
た
ダ
イ

ア
ロ
グ
で
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
」
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
「A

pply
C
hanges

」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す
る
と
、
パ
ス
ワ
ー

ド
の
入
力
を
促
さ
れ
る
の
で
「
１
２
３

４
５
６
」
と
入
力
し
て
「
Ｏ
Ｋ
」
を
ク

リ
ッ
ク
し
よ
う
。
必
要
な
フ
ァ
イ
ル
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
行
わ

れ
る
。
完
了
し
た
ら
「
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
そ
し
てLanguage

ダ
イ
ア
ロ
グ
の
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ボ
ッ
ク

ス
で
「
日
本
語
」
を
選
択
す
る
。
こ
れ

で
、Portable

U
buntu

Rem
ix

を
再

起
動
す
れ
ば
日
本
語
の
メ
ニ
ュ
ー
に
切

り
替
わ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
右
端
の
電
源
ボ

タ
ン
を
押
し
、
現
れ
た
ダ
イ
ア
ロ
グ
で

「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。

し
ば
ら
く
待
て
ば
、
日
本
語
の
メ
ニ
ュ

ー
が
表
示
さ
れ
る
。

基
本
的
な
日
本
語
化
は
こ
れ
で
完
了

だ
が
、
さ
ら
にU

buntu
Japanese

Team

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
追
加
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
詳
し
く
は
33
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
作
業
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

Portable
U
buntu

Rem
ix

に
は
ア
プ
リ

な
ど
も
追
加
で
き
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

で
持
ち
歩
け
ば
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｐ
Ｃ

で
も
自
分
好
み
の
設
定
に
し
た
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
利
用
し
た

Ｐ
Ｃ
に
影
響
を
残
す
こ
と
も
な
い
。
た

だ
し
Ｐ
Ｃ
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
し
た
デ
バ
イ

ス
す
べ
て
が
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
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ファイルのダウンロード

™日本語化に必要なファイルのダウン
ロードとインストールが行われる。完
了したら［Close］をクリックしよう。

メニューが日本語化された

™おなじみのメニュー表示になり、わかりやすくな
った。Ubuntu Japanese Teamのパッケージを追
加することもできる。

日本語化を開始しよう

£メニューから［Syst
em]-[Administration]-
[Language Support]を選
択する。右のようなダイ
アログが表示されるので
「Install/Remove Lan
guages...」ボタンをクリ
ック。

使用言語に日本語を選択する

£［Japanese］にチェックを入れて
［Apply Changes］をクリックする。
表示されるダイアログでパスワードに
「123456」と入力して［OK］をクリ
ックしよう。

日本語表示に切り替える

£もう一度、［Language
Support］メニューを開き、
ダイアログのドロップダウ
ンボックスで「日本語」
を選択する。Portable
Ubuntu Remixを再起動し
よう。

タイムゾーンを設定する

£初期状態ではタイムゾーンが未設定なので
修正しよう。メニューから［システム］-［シ
ステム設定］-［時刻と日付の設定］を選択
する。「ロックの解除」ボタンでパスワード
「123456」を入力しよう。タイムゾーンの
ボタンを押すと地図が表示されるので、日
本で使うなら［Asia/Tokyo］にしておこう。

今
回
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
「P

o
rtab

le
U
b
untu

R
em

ix

」
の
「V

ersio
n
D
O
S

」

は
９
・
04
ベ
ー
ス
だ
。
最
新
版
で
あ
る

９
・
10
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
と
動
作

し
な
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

次
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
「V

ersio
n

T
R
E
S

」

の
開
発
も
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

公
開
さ
れ
る
ま
で
待
っ
た
ほ
う
が
賢
明
だ
。

9
・
10
へ
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は

し
な
い
こ
と
!!

! 「P
o
rta

b
le

U
b
u
n
tu

R
e
m
ix

」
は
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
ユ
ー
ザ
名
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
以
外
の
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
と

動
作
し
な
い
。
し
か
も
、
日
本
語
の
ユ
ー

ザ
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
変
更
し
て
も

動
く
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
新
し
い
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
名
の
ユ
ー
ザ
を
登
録
す
る
か
、

環
境
変
数T

E
M
P

を
「C
:¥
W
in
d
o
w
s

¥T
E
M
P

」
な
ど
日
本
語
を
含
ま
な
い
パ

ス
に
変
更
し
よ
う
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
前
に

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の

ユ
ー
ザ
名
を
確
認
！

!

削除方法
Portable Ubun

tu Remixのアンイ
ンストールは簡単で、ダウン
ロードして展開した「Port
able_Ubuntu_DOS」フォル
ダ以下を削除するだけなので、
特に注意することはない。

Un
install

快
適
に
使
え
る
よ
う
に

日
本
語
化
し
て
み
よ
う
！



ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
環
境
を
持
ち
歩
き
た
い
と
い

う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
活
躍
す

る
の
が
、
仮
想
化
ソ
フ
ト
「V

irtual
B
ox

」
を
改
造
し
た
「P

ortable-
V
irtualB

ox

」
だ
。
こ
の
ソ
フ
ト
を
使

え
ば
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
Ｏ
Ｓ
や
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
を

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
で
持
ち
歩
く
こ
と
も
で

き
る
。
通
常
、V

irtualB
ox

は
リ
ム
ー

バ
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
に

Portable-V
irtualB

ox

を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
お
こ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ

と
な
く
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
か
ら
直
接V

irtual
B
ox

を
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
な
お
、P

ortable-V
irtual

B
ox

と
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
仮
想
デ
ィ
ス
ク
を
入
れ
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
に
は
少
な
く
と
も
４
Ｇ
Ｂ
の
空

き
容
量
が
必
要
だ
。
ま
た
、
作
成
す
る

た
め
に
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
環
境
が
必

要
と
な
る
。
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Portable-VirtualBox

本稿執筆時点で最新のバージョンは「Portable-Virtual
Box_v3.0.10-Starter_v4.0.0-Win_all.exe」だ。作成する
にはWindowsを利用する必要がある。

前
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
「P

orta
ble

U
buntu

Rem
ix

」
で
も
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
で
動
作
す
る
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
で
持
ち
歩
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
仮
想
Ｐ
Ｃ
で
動
作
す
る
完
全
な
Ｕ

USBメモリで
Windows用の

仮想Ubuntuマシン
をつくろう！

仮
想
Ｐ
Ｃ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

に
し
て
持
ち
歩
い
て
み
る

新規の仮想PCを作成しよう

£［新規］ボタンをクリックし、新しい仮
想PCを作成しよう。ウィザードの途中で、
オペレーティングシステムに「Linux」、バ
ージョンに「Ubuntu」を選択すれば、平
均的なPCに適切な設定が自動で選択され
る。設定値は後で変更することもできる。

Ubuntuのインストールを開始

£仮想PCができたら［CD/DVD-ROM］
をクリックして「CD/DVDドライブのマウ
ント」にチェックを入れよう。そして、本
誌付録のCDをPCにセットして「起動」ボ
タンを押せば、Ubuntu CDでPCを起動し
た時と同じ状態になる。インストールは
20ページを参照しよう。

Guest Additionsのインストール

™Ubuntuをインストールしてログイン後、VirtualBoxのメニューから［デ
バイス］-［Guest Additionsのインストール］を選択しよう。Ubuntuで
［アプリケーション］-［アクセサリ］-［端末］を開いて上のコマンドを
実行すれば、インストールは完了だ。再起動後、より大きなウィンドウ
表示にできるぞ。完成したUSBメモリを他のWindows PCに差し込み、
「Portable-VirtualBox.exe」を実行して起動することを確認してみよう。

インストール作業を開始

£USBメモリ内の「Portable-
VirtualBox.exe」を起動し、
インストール画面で「Down
load installation fi le of
VirtualBox」をクリック。ダ
ウンロードが完了したら、Vir
tualBoxをUSBメモリにイン
ストールしよう。通常は右の
画面のようにチェックボック
スに3つのチェックを入れて
おけばいい。

VirtualBoxが起動する

£インストールが完了すると、Virtual
Boxが起動する。ここからはハード
ディスクにインストールした
VirtualBoxと同様に作業が進められ
る。108ページからの解説が参考に
なるだろう。

ダウンロードファイルを展開

™ダウンロードしたファイルを実行し、ファイルを展開するフォルダ
を選択する。ここで、USBメモリのパスを設定して［Extract］をク
リックしよう。USBメモリ上に「Portable-VirtualBox」という名前
のフォルダが作成される。

sudo apt-get update

sudo apt-get install dkms

sudo /media/cdrom/VBoxLinuxAdditions-x86.run

※パスワードの入力を促されたら、インストール時に設定したパスワードを入力
しよう。

http://www.vbox.me/



ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
や
薄
型
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
に
は
光
学
ド
ラ
イ
ブ
が
付
い
て
い

な
い
製
品
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
パ
ソ

コ
ン
で
は
付
録
の
Ｃ
Ｄ
を
使
お
う
と
す

る
と
、
外
付
け
光
学
ド
ラ
イ
ブ
を
新
た

に
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
々
使

い
勝
手
が
悪
い
。
そ
こ
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

デ
ィ
ス
ク
の
代
わ
り
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｕ
Ｓ

Ｂ
に
し
て
し
ま
お
う
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

か
ら
の
起
動
は
Ｃ
Ｄ
に
比
べ
て
速
い
と

い
う
利
点
も
あ
る
。
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｂ

と
し
て
使
用
す
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
は
、

１
Ｇ
Ｂ
以
上
の
も
の
が
必
要
だ
。
ま
た
、

作
成
時
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
内
の
デ
ー

タ
が
全
て
消
去
さ
れ
る
の
で
、
必
要
な

デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
取
ろ
う
。
付
録
の
Ｃ
Ｄ
か

ら
起
動
し
た
状
態
で
も
作
成
で
き
る
ぞ
。

た
だ
し
、
古
い
パ
ソ
コ
ン
で
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ

機
器
か
ら
の
起
動
に
対
応
し
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
付
録

Ｃ
Ｄ
を
使
用
し
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
作

成
す
る
に
は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ

ム
管
理
］-

［
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

デ
ィ
ス
ク
の
作
成
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ

う
。
付
録
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
し
て
い
る
場

合
は
Ｃ
Ｄ
ド
ラ
イ
ブ
欄
に
作
成
元
と
し

て
表
示
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、

光
学
ド
ラ
イ
ブ
に
付
録
Ｃ
Ｄ
を
挿
入
し

た
り
、「
そ
の
他
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
イ
メ
ー
ジ
を
選
択
し

よ
う
。

画
面
下
部
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
か
ら

起
動
し
た
際
に
加
え
た
設
定
の
変
更
や

作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
保
存
す
る

か
ど
う
か
選
択
で
き
る
。「
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
時
に
、
全
て
の
変
更
を
破
棄
す
る
」

を
選
択
し
た
場
合
は
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ

で
の
起
動
と
同
じ
く
、
終
了
す
る
と
作

成
し
た
フ
ァ
イ
ル
な
ど
は
全
て
消
去
さ

れ
る
。「
デ
ー
タ
保
存
領
域
を
確
保
し
、

行
わ
れ
た
変
更
を
保
存
す
る
」
場
合
は

保
存
の
た
め
の
容
量
を
ス
ラ
イ
ダ
を
左

右
に
動
か
し
て
決
定
し
よ
う
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
か
ら
作
成
す
る
場
合

は
、
ま
ず
「U

N
etbootin

」
と
い
う
ツ

ー
ル
を
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
よ
う
。
こ
の
ソ
フ
ト
で
は
Ｃ
Ｄ
は

使
用
で
き
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
日

本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
イ
メ
ー
ジ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

U
N
etbootin

か
ら
作
成
し
た
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
起
動
し
て
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う
場
合
、
イ
ン
ス
ト

ー
ラ
で
の
言
語
が
英
語
に
設
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
「
日
本
語
」
に

選
択
し
直
そ
う
。
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Live USBを作って
USBメモリから

Ubuntuを
インストール！

ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
最
適

［
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

デ
ィ
ス
ク
の
作
成
］を
使
う

「U
N
e
tb

o
o
tin

」
を

使
っ
て
作
成
し
よ
う

LiveUSBができた！

™これで作成は完了だ。Live USBで起動する前に
BIOSでUSBメモリから起動できるようにしておこ
う。

™変更を保存するか、破棄するかを選択しよう。また、変
更を保存する場合は、どれだけの容量を保存に割り当て
るか決定しよう。

™付属CDを光学ドライブに挿入するか、「その他」からダ
ウンロードしたISOイメージを選択しよう。

インストーラでの注意

™UNetbootinで作成したライブUSBで起動してイン
ストールする場合、「日本語」を選択し直すこと。

イメージの書き込み

¡今回はあらかじめダ
ウンロードしておいた
ISOイメージを使用す
るが、UNetbootinは
様々なディストリビュ
ーションのISOイメージ
をダウンロードする機
能も備えているので、
このように詳細な画面
が表示される。

変更を保存するか選択

¢

「D
iskim

age

」
欄
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
イ
メ
ー
ジ
の

場
所
を
指
定
し
よ
う
。
画
面
下
部
で
書
き
込

み
先
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
選
択
で
き
る
。

ISOイメージを指定

¢

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
必
要
な
く
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け

でU
N
etbootin

が
起
動
す
る
。

UNetbootinをダウンロード

書き込み元を選択しよう

™ISOイメージの保存場所のパスに英字以
外の文字が含まれていると作成に失敗す
るので、「ホーム・フォルダ」か、ホーム
フォルダ内に英字のみのフォルダを作成
してその中にISOイメージを保存しよう。

LiveUSB作成時の注意

U
b
u
n
t
u
で
作
成
す
る
場
合

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
作
成
す
る
場
合

http://unetbootin.sourceforge.net/



アプリの
表示ウィンドウ
が最大化される

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
は
通
常
の
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
版
だ
け
で
は
な
く
「N

etbook
Rem

ix

（
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
リ
ミ
ッ
ク
ス
）」

と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
版
も
存
在

す
る
。
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
版
で
は
、
ネ
ッ

ト
ブ
ッ
ク
の
解
像
度
が
あ
ま
り
高
く
な

い
画
面
で
の
操
作
性
が
考
え
ら
れ
て
い

た
り
、
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
内
蔵
カ
メ
ラ
を
活
か
す
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
初
期
状
態
で
イ
ン

ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
。「U

buntu
N
etbook

R
em

ix

（
以
下
Ｕ
Ｎ
Ｒ
）」
だ
け
で
な
く
「K

ub
untu

N
etbook

R
em

ix

（
以
下
Ｋ
Ｎ

Ｒ
）」
も
あ
る
の
で
、
Ｋ
Ｄ
Ｅ
の
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
環
境
が
好
き
な
人
は
試
し
て
み

よ
う
。

Ｕ
Ｎ
Ｒ
は
Ｅ
ｅ
ｅ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ブ
ッ
ク
に
最
適
化
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
04
ま
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｒ
は
使

い
や
す
さ
の
面
で
お
す
す
め
し
に
く
か

っ
た
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
の
Ｕ
Ｎ

Ｒ
は
か
な
り
お
す
す
め
だ
。
な
ん
と
い

っ
て
も
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
て

い
る
「N

etbook
Launcher

」
が
か
っ

こ
い
い
。
項
目
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た

メ
ニ
ュ
ー
構
成
の
中
に
、
大
き
め
の
ア

イ
コ
ン
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
な

ら
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用
し
て
い
る

ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
で
も
操
作
し
や
す
い
は

ず
だ
。
さ
ら
に
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

起
動
中
で
も
、
画
面
左
上
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
す

ぐ
にN

etbook
Launcher

の
画
面
に
戻

っ
て
こ
ら
れ
る
。

ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
・
リ
ミ
ッ
ク
ス
で
は

起
動
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
最
大

化
し
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
表
示
さ
れ
る
。

さ
ら
に
画
面
上
下
の
パ
ネ
ル
が
上
部
の

み
に
集
約
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
バ
ー
も
パ

ネ
ル
内
に
表
示
さ
れ
る
た
め
、
通
常
の

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
版
に
比
べ
て
画
面
を
有

効
に
使
え
る
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

に
表
示
さ
れ
て
い
る
「U

buntu
N
etbo

ok
Rem

ix
9.10

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
た
状
態
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
実

行
す
る
と
日
本
語
化
さ
れ
る
が
、
再
起

動
し
て
も
日
本
語
で
表
示
さ
れ
な
い
部

分
が
あ
る
場
合
は
、［System

］
か
ら

［Language
Support

］
を
選
び
、
不

足
し
て
い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
よ
う
。
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ネットブックに
ぴったりの

Netbook Remixを
インストール！

2
つ
のN

e
tb

o
o
k

R
e
m
ix

ど
っ
ち
を
使
い
た
い
？

9
・
10
の
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
は

か
な
り
オ
ス
ス
メ
だ
！

UNRのダウンロード

http://www.ubuntu.com/getubuntu/download-netbook

¢

ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

は
ラ
イ
ブ
U
S
B
が
便
利
。
作
成
方

法
は
25
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

Ubuntu Netbook Remix

これがUbuntu Netbook Remixのデ
スクトップだ。Netbook Launcherと
呼ばれるランチャーが表示されている。
ネットブックの広くない画面でも操作
しやすい。

£アプリケーションを起動す
るとこのように最大化された
状態になる。デスクトップ
版と比べて下部のパネルが
省かれ、タイトルバーと上
部パネルが一体になっている
ので、画面を広く使える。

通常の
ウィンドウ表示
もできる

£最大化が解除され、通常
のウィンドウ表示にすること
も可能。この状態にしてお
けば、2つのアプリケーショ
ンを同時に表示した状態で
作業することもできる。

™画面を有効に活かすためにほとんどのアプリケーションは最大化された状
態で起動する。一時的に最大化を解除したい場合は上部パネルのアプリケー
ション名を右クリックして「最大化解除」をクリックしよう。

ウィンドウの最大化を解除するには

ウェブカメラを活かすアプリもある！

£多くのネットブックが採
用しているウェブカメラを
使って動画や静止画を撮
影できる「Cheese」とい
うアプリケーションも使え
る。
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™マウスポインタを画面上部に持っ
て行くとパネルが現れる。シャット
ダウンするには、パネル右側にある
電源マークをクリックしよう。

自動的に隠れるパネルが使い勝手をアップ！

「K
ubuntu

N
etbook

Rem
ix

」
は

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
に
Ｋ
Ｄ
Ｅ
を
採
用

し
て
い
る
Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ネ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
版
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
と

は
一
味
違
う
、
美
し
い
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

が
特
徴
だ
。
パ
ネ
ル
は
上
部
の
み
で
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ラ

ン
チ
ャ
ー
は
項
目
ご
と
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。
ア
プ
リ
を
起
動
す
る
と
、
上
部

の
パ
ネ
ル
は
自
動
で
隠
れ
る
。
マ
ウ
ス

ポ
イ
ン
タ
を
画
面
上
部
に
持
っ
て
行
く

と
パ
ネ
ル
が
現
れ
る
。
こ
の
仕
組
み
に

よ
っ
て
、
画
面
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
以
外
の
も
の
が
表
示
さ
れ
ず
、
画
面

を
無
駄
な
く
使
え
る
。

Ｋ
Ｄ
Ｅ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
作
業
が
難
し
い
わ
け
で
は
な
く
、

通
常
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
同
じ
イ
ン
ス
ト

ー
ラ
「U

biquity

」
で
、
と
ま
ど
う
こ

と
な
く
導
入
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
「K

onqueror

」
の

代
わ
り
に
使
い
な
れ
た
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ

も
イ
ン
ス
ト
ー
ル
も
で
き
る
。
た
だ
し
、

「K
ubuntu

N
etbook

R
em

ix
９
・

10
」
は
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
レ
ビ
ュ
ー
と
い

う
位
置
づ
け
な
の
で
、
多
少
う
ま
く
動

か
な
い
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
10
・
04
で
は
完
全
な
も
の
を
提

供
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
、
今
後

も
注
目
だ
。

プ
レ
ビ
ュ
ー
で
は
あ
る
が

注
目
し
た
い
リ
ミ
ッ
ク
ス

Kubuntu Netbook Remix

パネルは上部のみでアプリケーション
を起動した際には自動で隠れる。デス
クトップには項目ごとに整理されたラ
ンチャが表示されている。

Ｋ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ

で
、「C

hoose
a
location

」で「A
sia-

Japan

」を
選
択
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

ダウンロードはここから

http://www.kubuntu.org/getkubuntu/download

Kubuntu
Netbook
Remixの
起動画面

£KubuntuなのでUbuntuと
はロゴマークもテーマカラー
も違う。新鮮な気分だ。

起動中の
画面も
おしゃれな
雰囲気

£起動中の画面もKDEらし
くかっこいい。マウスポイン
タの形も通常のUbuntuとは
違うのに気づいただろうか？

テクニカル
プレビュー
なのだ！

£Kubuntu Netbook Remix
のインストールを実行する際
に表示される注意文。テク
ニカルプレビューという位置
づけなので、うまく動かな
い部分もあるかもしれない。

インストール
作業は
Ubuntuと
同じ手順

£インストーラはUbuntuと
同じUbiquity。なので、と
まどうことなくインストール
作業ができるぞ。

ブラウザが
ちょっと
おもしろい
仕様なのだ！

£インターネットブラウザを
含む様々な機能を持つKon
querorを起動したところ。
上部のパネルは自動で隠れ
てデスクトップを広く使える。



全
体
が
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
に
は
、
既
存
の
Ｏ

Ｓ
Ｘ
用
の
領
域
（
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
）

を
縮
小
し
て
空
き
領
域
を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

の
た
め
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
編
集
す
る
た
め
に
は
、

付
録
の
Ｃ
Ｄ
か
ら
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
起
動

し
て
上
部
パ
ネ
ル
か
ら
［System

］-
[Adm

inistration]-[G
Parted]

を
実
行

し
よ
う
。

「
Ｇ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ
（
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
エ
デ
ィ
タ
）」
で
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｘ
が

使
用
し
て
い
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
右

ク
リ
ッ
ク
し
て
「Resize/M

ove

」
を

選
択
す
れ
ば
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
リ

サ
イ
ズ
と
移
動
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と

し
て
使
い
た
い
サ
イ
ズ
の
空
き
容
量
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
縮
小
（
リ
サ
イ
ズ
）
し

よ
う
。

な
お
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
縮
小
に
伴

っ
て
、
ま
れ
に
で
は
あ
る
が
デ
ー
タ
が
破

損
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
く

れ
ぐ
れ
も
Ｏ
Ｓ
Ｘ
で
作
成
し
た
デ
ー
タ

な
ど
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
っ
て
お
こ
う
。

も
し
も
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
か
ら

や
り
な
お
し
て
も
よ
い
の
な
ら
ば
、
Ｏ
Ｓ

Ｘ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
段
階
で
デ
ィ

ス
ク
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
使
い
、
あ
ら

か
じ
め
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
の
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
も
用
意
し
て
お
く
の
が
確
実
だ
。

領
域
が
確
保
で
き
た
ら
、
あ
と
は
20

ペ
ー
ジ
の
手
順
と
同
様
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
を
行
え
ば
よ
い
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
設
定
で
は
「
連
続
す
る
最
大
の
空
き

領
域
を
使
用
す
る
」を
選
択
し
よ
う
。こ

れ
で
事
前
に
確
保
し
て
お
い
た
空
き
領

域
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

き
る
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
完
了
し
た
ら
、［
Ｏ

ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ]

キ
ー
を
押
し
な
が
ら
Ｍ
ａ
ｃ

を
再
起
動
し
よ
う
。「Startup

M
a

nager

」
か
ら
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
認
識
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
。
残
念
な
が
ら
「
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
」
と
Ｏ
Ｓ
名
が
間
違
っ
て
表
示

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
選
択
す
れ
ば
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
起

動
で
き
る
。

28

最
近
の
イ
ン
テ
ル
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
搭
載
し

た
Ｍ
ａ
ｃ
で
あ
れ
ば
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
と

同
様
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

で
き
る
。
本
誌
付
録
の
Ｃ
Ｄ
を
Ｍ
ａ
ｃ
に

挿
入
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
［
Ｃ
］
キ
ー

を
押
し
な
が
ら
電
源
を
投
入
し
よ
う
。

Ｃ
Ｄ
か
ら
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ブ
ー
ト
が
始

ま
る
の
で
、
20
ペ
ー
ジ
の
手
順
と
同
様

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う
。Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

だ
け
で
Ｍ
ａ
ｃ
を
使
用
す
る
な
ら
、
Ｈ
Ｄ

Ｄ
全
体
を
削
除
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
も
か
ま
わ
な
い
。

現
在
の
Ｍ
ａ
ｃ
は
［
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ]

キ

ー
を
押
し
な
が
ら
電
源
を
入
れ
る
こ
と

で
「Startup

M
anager

」
と
呼
ば
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
起
動
し
、
こ
こ
か
ら

起
動
に
使
用
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

「Startup
M
anager

」
は
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
を

起
動
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
利

用
す
れ
ば
簡
単
に
デ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ト
環

境
を
構
築
で
き
る
。

通
常
、
Ｍ
ａ
ｃ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は

™Macに付録CDを挿入、[C]キーを押す。あ
とは20ページの手順で進められる。

¡CDからUbuntuを起動させたら、
［ System］ -[Administration]-
[GParted]でパーティション・エディ
タを起動する。これでMac OS Xの
パーティションを縮小し、Ubuntuの
ための空き領域をつくる。

CD起動は[C]キーを押しながら

ライブCDでGpartedを起動しよう

意外とカンタン！
Macにも

Ubuntuを
入れてみよう!!

イ
ン
テ
ル
Ｍ
ａ
ｃ
な
ら

手
順
は
ほ
ぼ
同
じ
！

起
動
時
に
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
か

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
選
ぶ
方
法

Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
と

デ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ト
に
す
る

£上段右側の41.9GBの空き領域にUbuntuをイ
ンストールする。「連続する最大の空き領域を
選択する」にチェックを入れると、下段の空き
領域が「Ubuntu 9.10」として表示される。[進
む]をクリックしてインストール作業を進めよう。

空き領域に
Ubuntu 9.10を
インストール

£[Option]キーを押しながら電源オンすると表示
される「Startup Manager」の画面。Ubuntuが
入っている領域はWindowsと表記されてしまっ
ているが、問題なく起動できる。

起動したいOSを
選択できるようになった

™左はパーティションを縮小しているところ。ここでスラ
イダーを動かして縮小後のサイズを決めよう。右が縮小
後のドライブ。Mac用の領域が縮小されている。

Ubuntuのための空き領域をつくる



「Startup
M
anager

」
よ
り
、
さ
ら

に
高
性
能
な
ブ
ー
ト
ロ
ー
ダ
が
「
ｒ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
ｔ
」
だ
。
Ｍ
ａ
ｃ
／

Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
／

Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
ト
リ
プ
ル
ブ
ー
ト
の
よ
う

な
環
境
も
構
築
で
き
る
。
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｘ

上
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
ス
ト
ー

ル
が
終
わ
っ
た
ら
、
Ｍ
ａ
ｃ
を
再
起
動
さ

せ
てStartup

M
anager

を
呼
び
出
す

と
、
い
まｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
ラ
ベ
ル
が
「
ｒ

Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
」
に
な
っ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る
は
ず
だ
。
以
後
こ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
か
ら
起
動
を
行
う
とｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
の
メ

ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
、
Ｍ
ａ
ｃ
に
接
続
さ

れ
た
各
種
ス
ト
レ
ー
ジ
か
ら
起
動
す
る

Ｏ
Ｓ
を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。

ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
が
有
効
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
で
［
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
］-

［
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
］-

［
タ

ー
ミ
ナ
ル.app

］
を
開
き
、
次
の
コ
マ

ン
ド
を
実
行
し
よ
う
。

/efi/refit/enab
le.sh

な
お
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ
を
自
動
的
に
検
索
し

て
列
挙
し
て
く
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
は
「Legacy

O
S

」

と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
起
動

は
正
常
に
で
き
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
問

題
で
は
な
い
。
今
後
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
が
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
正
し
く
ペ

ン
ギ
ン
の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
は
ず
だ
。

ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
上
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
選

択
し
て
も
、
起
動
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
テ
ー
ブ
ル
と
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
同
期
が
取
れ
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
だ
。
こ
の
問
題
を
解
消

す
る
た
め
、
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｔ

と
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
同
期
を
取
る
ツ
ー
ル
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
画
面
の
下

段
左
か
ら
二
番
目
の
ア
イ
コ
ン
「S

tart

P
artitio

ning
T
o
o
l

（g
p
tsync

）」
が

そ
れ
だ
。

ツ
ー
ル
を
実
行
す
る
と
現
在
の
Ｇ
Ｐ

Ｔ
と
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
テ
ー

ブ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
表
示
さ
れ
、
同
期
が

必
要
で
あ
れ
ば
「M

ay
I
up

d
ate

the

M
B
R
as

p
rinted

ab
o
ve?

」
と
問
い

か
け
ら
れ
る
の
で
「
ｙ
」
を
入
力
し
て

［
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
］
キ
ー
を
押
そ
う
。
こ
れ

で
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
同
期

が
取
ら
れ
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ

ｔ
か
ら
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
完

了
し
て
も
、
す
べ
て
の
機
能
が
自
動
的

に
有
効
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
手
動

で
ド
ラ
イ
バ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う

必
要
の
あ
る
デ
バ
イ
ス
や
、
中
に
は
残

念
な
が
ら
完
全
に
は
動
作
し
な
い
デ
バ

イ
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
が

使
っ
て
い
る
Ｍ
ａ
ｃ
の
機
種
Ｉ
Ｄ
を
シ
ス

テ
ム
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
で
把
握
し
、
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
で
の
対
応
状
況
を
事
前
に
調
べ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
Ｍ
ａ
ｃ
の
画
面
左

上
の
ア
ッ
プ
ル
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

［
こ
の
Ｍ
ａ
ｃ
に
つ
い
て
］-

［
詳
し
い
情

報
］
を
開
い
て
機
種
Ｉ
Ｄ
を
確
認
、
情

報
を
集
め
て
お
こ
う
。
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™£ダウンロードしたファイルを開いたら「rEFI
t.mpkg」というファイルを実行。一般的なMac OS
X用アプリケーションと同様にインストールできる。

rEFItをインストール
ト
リ
プ
ル
ブ
ー
ト
に
も

挑
戦
可
能
な
便
利
ツ
ー
ル

高
性
能
ブ
ー
ト
ロ
ー
ダ

「
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
」
を
使
う

Ｍ
ａ
ｃ
の
モ
デ
ル
に
よ
り

設
定
が
異
な
る
の
で
注
意

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

入
れ
た
後
の
設
定
は
？

£Macを再起動させてStartup Managerを呼び
出すと、rEFItをインストールしたHDDのラベル
が「rEFIt」になっている。以後ここから起動す
るとrEFItのメニューが表示される。

rEFItのドライブを
選択して起動する

£rEFItのメニュー。ここではMac OS X/Wi
ndows 7/Ubuntuのトリプルブートになっている。
右端のUbuntu 9.10は「Legacy OS」として認
識されてしまっているが起動に問題はない。

rEFItのメニューから
OSを選択して起動

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル

の
同
期
を
取
っ
て
や
ろ
う

ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
ｔ
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
が

起
動
で
き
な
い
場
合

!

™情報を得るための重要な手がかりになる
機種IDは必ず確認しておこう。

機種IDを調べる

™機種IDごとに動作情報や設定方法がまと
められていて便利。

インストール前にチェック

rEFItのダウンロード

http://refit.sourceforge.net/

https://wiki.ubuntu.com/MactelSup
portTeam/CommunityHelpPages

™Macのパーティションテーブル「GPT」と
MBRの同期を取ってくれるツールだ。

gptsyncを使って解決



通
常
32
ｂ
ｉ
ｔ
の
Ｏ
Ｓ
で
は
、
物
理

メ
モ
リ
は
４
Ｇ
Ｂ
ま
で
し
か
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
厳
密
に
は
、
３
Ｇ

Ｂ
ち
ょ
っ
と
だ
。
最
近
は
メ
モ
リ
の
値

段
も
充
分
に
安
く
な
り
、
４
Ｇ
Ｂ
以
上

搭
載
す
る
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

64
ｂ
ｉ
ｔ
Ｏ
Ｓ
に
は
当
然
こ
の
よ
う
な

制
限
は
な
い
の
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
64
の
イ
ン

ス
ト
ー
ラ
を
用
い
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
の
も
一
つ
の
手
だ
。
し
か
し
、
ほ
と

ん
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
問
題
な
く
動
作

す
る
も
の
の
、
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
ド
ラ
イ

バ
は
32
ｂ
ｉ
ｔ
用
し
か
用
意
さ
れ
て
お

ら
ず
、
使
用
す
る
の
が
困
難
と
い
う
現

実
が
立
ち
は
だ
か
る
。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｅ

だ
。
Ｐ
Ａ
Ｅ
は
「PhysicalA

ddress
Extention

」
の
略
で
、「
物
理
ア
ド
レ

ス
拡
張
」
と
略
さ
れ
る
。
端
的
に
い
え

ば
、
32
ｂ
ｉ
ｔ
Ｃ
Ｐ
Ｕ
で
も
4
Ｇ
Ｂ
以

上
の
メ
モ
リ
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
機
能
で
、イ
ン
テ
ル
は「Pentium

Pro

」

以
降
、Ａ
Ｍ
Ｄ
は「
Ａ
ｔ
ｈ
ｌ
ｏ
ｎ
」
以

降
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
実
装
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
機
能
を
使
う
た
め
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
（
具
体
的
に
は
カ
ー
ネ
ル
）
の
対
応

が
必
要
で
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
で
も
カ
ー
ネ
ル

バ
ー
ジ
ョ
ン
「2.3.33

」
か
ら
使
用
で

き
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
04
ま
で
は
、

サ
ー
バ
用
の
カ
ー
ネ
ル
で
だ
け
こ
の
Ｐ

Ａ
Ｅ
が
有
効
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
版
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
あ

と
に
サ
ー
バ
用
の
カ
ー
ネ
ル
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
れ
ば
、
一
応
Ｐ
Ａ
Ｅ
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
設
定

（
コ
ン
フ
ィ
グ
）
が
サ
ー
バ
用
と
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
用
で
異
な
る
た
め
、
特
に
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
ド
ラ
イ
バ
で
困
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
か
ら
は

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
用
に
Ｐ
Ａ
Ｅ
を
有
効
に

し
た
カ
ー
ネ
ル
が
用
意
さ
れ
、
こ
れ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
で
よ
く
な
っ
た
。

余
談
だ
が
「W

indow
s
Server
」
の

32
ｂ
ｉ
ｔ
版
で
は
Ｐ
Ａ
Ｅ
が
有
効
に
な

っ
て
お
り
、
４
Ｇ
Ｂ
以
上
の
メ
モ
リ
が

Ｐ
Ａ
Ｅ
を
有
効
に
し
た
カ
ー
ネ
ル
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
い
場
合
は
、「lin

ux-generic-pae

」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
再
起
動
す
れ
ば

い
い
。
自
動
的
に
標
準
の
カ
ー
ネ
ル
よ

り
も
優
先
的
に
ブ
ー
ト
す
る
よ
う
に
な

る
。
同
時
に
カ
ー
ネ
ル
ヘ
ッ
ダ
が
「lin

ux-headers-generic-pae

」
と
い
う
パ

ッ
ケ
ー
ジ
名
で
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
一
緒
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と

い
い
だ
ろ
う
。

ど
ち
ら
も
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
か
ら
検
索
し
、
イ
ン

ス
ト
ー
ル
で
き
る
。linux-im

age-

generic-pae

は
セ
ク
シ
ョ
ン
の
［
メ
タ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
］
に
、linux-headesrs-

generic-pae

は
［
開
発
］
に
あ
る
。

カ
ー
ネ
ル
と
と
も
に
カ
ー
ネ
ル
ヘ
ッ

ダ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
困
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
効
果
を
有

効
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ

な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
が
イ
ン
ス
ト

ー
ル
で
き
な
い
。
正
確
に
は
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
は
で
き
て
も
カ
ー
ネ
ル
モ
ジ
ュ
ー

ル
が
作
成
さ
れ
な
い
た
め
、
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
、
ド
ラ
イ
バ
関
連
と
同
様
に
「V

irt
ualB

ox

」
や
「
Ｖ
Ｍ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
」
で
も
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
が
必
要
と
な
る
の
で
、

多
く
の
場
面
で
困
る
こ
と
に
な
る
。
先

は
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
穏
当
な
表
現
を
用
い
た
が
、
事

実
上
は
必
須
で
、
Ｐ
Ａ
Ｅ
カ
ー
ネ
ル
と

同
時
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
を
強

く
推
奨
す
る
。

Ｐ
Ａ
Ｅ
そ
の
も
の
の
注
意
点
と
し
て

は
、
原
理
上
速
度
の
低
下
が
免
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
体
感
で
き
る
ほ
ど
の
差
は

な
い
は
ず
な
の
で
、
使
っ
て
み
て
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
ひ
と
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
プ

ロ
セ
ス
）
で
使
え
る
メ
モ
リ
は
４
Ｇ
Ｂ

ま
で
で
、
こ
れ
が
４
Ｇ
Ｂ
以
上
に
拡
張

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｕ
ｍ

Ｍ
の
ほ
と
ん
ど
の
モ
デ
ル
な
ど
、
Ｐ
Ａ

Ｅ
が
実
装
さ
れ
て
い
な
い
Ｃ
Ｐ
Ｕ
も
あ

る
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
み
て
動
か
な

か
っ
た
り
満
足
で
き
な
け
れ
ば
、
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
削
除
す

る
と
い
い
。
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4GB以上の
メモリを

使えるように
するには？

Ｐ
Ａ
Ｅ
カ
ー
ネ
ル
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
お
勉
強
し
よ
う

¡システムモニタで確認す
ると4GBのメモリ中「3.2
GB」しか認識されていな
いことがわかる。

通常のUbuntu Desktop（32bit）

¡カ ー ネ ル が 「 Linux
2.6.31-14-generic-pae」
となり、メモリは「3.9GB」
と、ほぼ4GBを認識するよ
うになった。

PAEカーネルで起動した場合

¡Synapticパッケージ・マ
ネージャからインストール。

「 linux-image-generic-
pae」は[メタパッケージ]、

「linux-headesrs-generic-
pae」は[開発]セクション
にある。

PAEカーネルのインストール

™VirtualBoxのような仮想マシンを複数動かすと
きなどは大量のメモリが要求される。

メモリを大量に使うアプリ

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

再
起
動
す
る
だ
け
！

Ｐ
Ａ
Ｅ
カ
ー
ネ
ル
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

Ｐ
Ａ
Ｅ
カ
ー
ネ
ル
を

導
入
す
る
時
に

注
意
し
て
お
く
こ
と

!

使
用
で
き
る
が
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
　
Ｘ

Ｐ
や
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
や
７
の
32
ｂ
ｉ
ｔ
版
で

は
、
有
効
に
な
っ
て
い
な
い
。
厳
密
に

い
う
と
「
Ｎ
Ｘ
Ｂ
ｉ
ｔ
」
と
い
う
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
機
能
を
使
う
た
め
に
Ｐ

Ａ
Ｅ
は
有
効
に
な
っ
て
い
る
が
、
４
Ｇ

Ｂ
以
上
の
メ
モ
リ
が
使
用
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
64
ｂ
ｉ
ｔ
版
の
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
を
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
販
売
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
が
増
え
て
い

る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
事
情
が
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
。



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
古
い
Ｐ
Ｃ
に
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
場
合
や
、
特
殊
な
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
い
る
場
合
、
Ｃ
Ｄ
か

ら
う
ま
く
ブ
ー
ト
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
起
動
す
る
途
中
で
黒
画
面
に
白

い
文
字
が
表
示
さ
れ
る
モ
ー
ド
（「
Ｂ
ｕ

ｓ
ｙ
ｂ
ｏ
ｘ
」
と
い
う
）
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
起
動
中
に
フ
リ
ー
ズ
し
た
り
、

画
面
表
示
が
崩
れ
た
り
…
…
と
い
っ
た

感
じ
だ
。

そ
ん
な
場
合
は
、
次
の
オ
プ
シ
ョ
ン

指
定
を
試
し
て
み
よ
う
。
基
本
的
な
オ

プ
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
設
定
は
簡
単
で
、

付
録
の
Ｃ
Ｄ
（D

esktop
C
D

）
か
ら

起
動
す
る
と
き
に
［
Ｆ
６
］
キ
ー
を
押

し
て
「
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
表

示
さ
せ
る
。
下
に
挙
げ
た
４
つ
の
中
か

ら
必
要
な
設
定
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
ん
で

［
ス
ペ
ー
ス
］
キ
ー
か
［
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
］
キ

ー
を
押
す
だ
け
だ
。
あ
と
は
普
通
に
起

動
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
で
も
ど
ー
し
て
も
ダ
メ
、
な
ん
て
場

合
は
、「
Ｕ
Ｓ
Ｂ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
デ
ィ
ス

ク
か
ら
ブ
ー
ト
し
て
い
る
な
ら
Ｃ
Ｄ
に
、

Ｃ
Ｄ
か
ら
な
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
」
と
い
う
具

合
に
、
他
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
で
も

試
し
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
オ
プ
シ
ョ

ン
付
き
で
、
だ
。
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古いPCや
特殊なPCに
入れる場合の

対処法を知ろう

Ｃ
Ｄ
起
動
で
先
に

進
め
な
い
場
合
は
？

™この画面は見られるもののインストールを
正常に終えられないときに試そう。

ここで［F6］キー

™もっともよく使われる4つのオプション（英
字のもの）が選択できる。

起動オプション

●BIOSで不要なデバイスをオフにする

●BIOSを最新のものにアップデートしてみ

る

●外付の光学ドライブから起動している場合

はほかのインストール手段に変えてみる

●あきらめてAlternateCDを使ってインスト

こうすると
うまくいくかも……

!

基 本 の 起 動 オ プ シ ョ ン の こ と を 知 ろ う ！

2 n o a p i c
バグの影響で最新ハードウェアが動かない場合

これはひとつ前に出てきた「no
acpi」と間違えやすいので注意し
よう。noapicは「no Advanced
PIC（APIC）」の略だ（厳密には
PICはProgrammable Interrupt
Controllerの略）。こちらは電源
管理ではなく、システムのハード
ウェアをどのように制御するのか、
という設定だ。新しいハードウェ

アではたいていAPICを有効にし
たままで問題がないが、まれにバ
グの影響でAPICが有効だとうま
く動かないことがある。これはそ
んなハードウェアで使うオプショ
ンだ。

ただし、ひとつ前のnoacpiを
利用すると、自動的にAPICもオ
フになるので、これは不要だ。

1 a c p i = o f f
ACPIに対応していない古いPCの場合

ACPIは「Advanced Configu
ration and Power Interface」の
略で、「システムの設定と電源管
理」を司るものだ。ACPIがきち
んと動作するにはBIOSの対応が
必要なのだが、まれに「Windows
でないと動作しない」だとか、「ハ
ードウェアが古いので、まだACPI
に対応する前のもの」といった理

由で、ACPIが有効だと動かない
システムがある。こうした場合に
このオプションを使うのダ。

特に、起動時に「ACPIがなん
ちゃら」といった英文のメッセー
ジが画面に出てきていた場合、
このオプションを使うとうまくいく
ことが多いハズなので覚えてお
くとオトクだ。

4 e d d = o n
古いPCに最近のHDDを取り付けた場合

3 n o l a p i c
一部のノートPCで手を尽くしたが動かないので祈るだけの場合

このオプションはnoapicの仲
間で、「no Local APIC」の略だ。
APICのごく一部、具体的には
CPU内蔵の部分を無効にするオ
プションだ。これも有効にしてい
るとうまく動かないことがあるの
で、無効にすることでうまく動い
てくれることを祈る、という感じだ。
これは古いハードウェアではほと

んど関係がなく、一部のノートPC
で使うことが多い。

このオプションが効く場合は、
「起動時になにか、カーネルが
クラッシュしたと言っているよ
うな気がする」場合だ。英語の
メッセージをよく読んでみて、そ
んな気がした場合は試してみよ
う。

古いハードウェアでインスト
ールしようとすると、HDDの容
量が本来の容量よりも減ってし
まい、なぜか32GB前後に見え
てしまうことがある。そんな場合
に利用することがあるのがこの
オプションだ。

これを利用すると、BIOSの
「Enhanced Disk Drive」機能

を強制的に利用し、古いBIOS
を搭載したシステムでも、いわ
ゆる「32GBの壁」の影響を受
けずにHDDを扱えるようになる。

古いシステムに最近のHDDを
搭載した場合に必須のオプショ
ンだが、最近のハードウェアで
はあまり出番がないオプション
でもある。



前
の
ペ
ー
ジ
の
手
段
で
ダ
メ
だ
っ
た

場
合
は
、［
Ｆ
６
］
キ
ー
を
押
し
て
メ
ニ

ュ
ー
を
表
示
し
た
後
で
、［
Ｅ
Ｓ
Ｃ
］
キ

ー
で
メ
ニ
ュ
ー
を
閉
じ
て
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
自
分
で
設
定
し
よ
う
。
メ
ニ
ュ
ー

が
消
え
た
ら
起
動
オ
プ
シ
ョ
ン
を
編
集

で
き
る
の
で
、「--

」
に
続
け
て
コ
マ
ン

ド
を
入
力
す
る
の
ダ
。

も
し
ど
う
し
て
も
上
手
く
イ
ン
ス
ト

ー
ル
で
き
な
い
場
合
、
特
に
メ
モ
リ
が

少
な
い
環
境
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
い
場
合
、「Alternate

C
D

」

を
使
う
手
が
あ
る
。
こ
れ
は
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
環

境
で
動
作
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
専
用
に
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
の

昔
な
が
ら
の
イ
ン
ス
ト
ー
ラ
を
起
動
さ

せ
る
モ
ー
ド
だ
。
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
環
境
に
比
べ

て
必
要
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ス
ペ
ッ
ク
も

低
い
の
で
、
も
し
か
す
る
と
上
手
く
行

く
か
も
し
れ
な
い
。
う
ま
く
イ
ン
ス
ト
ー

ル
で
き
た
ら
、
33
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
日

本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
と
同
等
の
環
境
に
し
て

お
こ
う
。
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それでもやっぱり
インストール

が出来ない場合の
対処法を知る

ブ
ー
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
を

自
分
で
変
更
し
て
み
る

™下で紹介しているようなオプションを「--」
のあとに、スペース区切りで付け加えてみ
よう。「--」の直後にもスペースが必要にな
る の で 、「 -- xforcevesa all_generi
c_ide」みたいな感じだ。

ブートパラメータ

基 本 の 起 動 オ プ シ ョ ン は コ レ だ ! !

2 i r q p o l l
古めのノートPCに入れようとしてトラブルになっている場合
うまく動作しないハードウェアを、

「きちんと動作するように」カーネル

の動作を変更する。技術的には、ソ

フトウェアでIRQ割り込みを代わり

に行うモードだ。遅くなるのが弱点

だが、動かないよりはマシだろう。古

めのノートPCにオススメのパラメー

タのひとつ。

1 c d r o m - d e t e c t
または a l l _ g e n e r i c _ i d e

CD-ROMドライブが原因でうまく動かない場合
特殊な形で接続された内蔵CDの

検出を強化するモードだ。起動中

にCDが止まる場合や、「Busybox」

画面に落ちてしまう場合に使う。

「cdrom-detect」はUSB接続のCD-

ROMド ラ イ ブ 「 all_gene

ric_ide」は内蔵のCD-ROMドライ

ブ用だ。

4 n o m o d e s e t
特定の機種で起こる問題を解決したい場合

「KMS」を無効にして、9.04ま

でと同じ方法で起動する。Pentium

M世代のオンボードビデオ（855

GM系）や、ごく一部のネットブッ

ク（MSI Windシリーズの一部）な

どで使うと幸せになれる。。詳しく

はリリースノートの該当部分を読

んでみよう！

3 x f o r c e v e s a
画面の表示がひどい場合
うまく動作しないグラフィックカー

ドを、「汎用ドライバ」で動かしてみ

る。ビデオドライバのバグに遭遇す

る場合や、うまく解像度が合わない

場合に使えるオプションだ。とくに

VIAやSiSのオンボードビデオで画面

が壊れてしまう場合、これを使うの

がほぼ必須なのダ。

見
た
目
は
怖
い（
？
）が

手
順
は
簡
単
な
方
法

そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら

A
lte

rn
a
te

C
D

http://www.ubuntu.com/getubuntu/downloadmirrors#alternate

¡Alternative download opti
onsやText-based installer
という表示をたどると、Alte
rnate CDが見つかるはずだ。

ココから
ダウンロード

™［Tab］キーで項目を選択、［Enter］
で決定、というお約束で作業を進めて
いこう。

インストール中の画面

™キーボードレイアウトの選択。「Japan」
を選べばOK。

キーボードの選択

™最初に言語を選んでインストール開始。日
本語対応なので安心。

CDから起動

™完了してしまえば起動後はDesktop CDと
全く同じ環境なのだ。

インストール完了！



本
誌
付
録
の
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ

Ｄ
に
は
、
日
本
語
表
示
や
入
力
が
快
適

に
行
え
る
よ
う
な
設
定
が
あ
ら
か
じ
め

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
はw

w
w
.

ubuntu.com

に
て
配
布
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「
本
家
版
」
か
ら
イ
ン
ス
ト

ー
ル
を
行
っ
た
環
境
に
、
後
か
ら
日
本

語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
と
同
等
の
環
境
を
整
え
る

方
法
を
紹
介
し
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
Ｃ
Ｄ
１
枚
で
提
供
さ

れ
る
と
い
う
都
合
上
、
あ
ら
ゆ
る
言
語

の
サ
ポ
ー
ト
を
Ｃ
Ｄ
内
に
納
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
イ
ン
ス
ト
ー
ル

時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
、
利
用
言

語
に
必
要
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
い
う
手

段
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ン
ス
ト

ー
ル
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
で
き

な
い
よ
う
な
環
境
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
時
の
表
示
に
「
日
本
語
」
を
選
ん
で

も
、
Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
英
語

表
記
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語

Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ
Ｄ
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
版
の

ｉ
３
８
６（
32
ｂ
ｉ
ｔ
）の
み
で
提
供
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
外
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
、
た
と
え
ば
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
64
（
64
ｂ

ｉ
ｔ
）版
」や「N

etbook
Rem

ix

」
な

ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
場
合
は
、
Ｇ

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
は
英
語
の
ま
ま
だ
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
日
本

語
に
対
応
し
た
言
語
サ
ポ
ー
ト
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
自
動
的
に

言
語
サ
ポ
ー
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
促

す
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
ら
「Run

this
action

now

」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
お

う
。
ま
た
こ
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
は

［System

］-

［A
dm

inistration

］-

［Language
Support

］
を
実
行
し
て

呼
び
出
す
こ
と
も
で
き
る
（
日
本
語
メ

ニ
ュ
ー
で
は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ

ム
管
理
］-

［
言
語
サ
ポ
ー
ト
］）。
も
ち

ろ
ん
、
日
本
語
以
外
の
言
語
を
追
加
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

言
語
サ
ポ
ー
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が

完
了
し
た
ら
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
再
起
動

し
よ
う
。
メ
ニ
ュ
ー
表
記
が
正
し
く
日

本
語
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

Japanese
Team

で
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
を
日
本
人
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す

く
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
に
は
、Japanese

Team

の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
追
加
す
る
必
要
が
あ

る
。［
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］-

［
ア
ク
セ

サ
リ
］-

［
端
末
］
を
開
き
、
左
の
コ
マ

ン
ド
を
実
行
し
よ
う
。

ま
た
、
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ
Ｄ
に

は
日
本
語
環
境
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ

を
は
じ
め
、
あ
ら
か
じ
め
い
く
つ
か
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
、
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ
Ｄ
と
同
等

の
状
態
に
す
る
に
は
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
使
っ
て

「ubuntu-desktop-ja

」
を
検
索
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
追
加
す
れ
ば
い
い
。

な
お
詳
細
はhttps://w

w
w
.ubun-

tulinux.jp/products/JA
-Localized

に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

33

インストール後に
日本語環境を
導入するには

日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
以
外
を

使
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
？

日本語環境を後から
整える必要があるUbuntu

™言語サポートのインストールを促すダイア
ログが表示される。

インストール後のダイアログ
ま
ず
は
言
語
サ
ポ
ー
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル

Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー

の
表
示
を
日
本
語
に
す
る

日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ
Ｄ
と

同
等
の
環
境
に
で
き
る
！

リ
ポ
ジ
ト
リ
や
ヘ
ル
パ

を
追
加
し
よ
う

™言語サポートのインストール後は再起動。メニューが日
本語化され、日本語での入力も可能になる。

™端末を開き、上記のコマンドを
入力する。詳細は、https://www
.ubuntulinux.jp/products/JA-
Localizedを参照。コマンドを入
力するのが面倒な場合はこのペー
ジからコマンドをコピー＆ペース
トするといい。

メニューが日本語に

™日本語以外の言語も追加できる。ユーザごとに使
用する言語を変更することも可能だ。

言語サポート

Japanese Teamリポジトリを追加する

wget -q

https://www.ubuntulinux.jp/ubun

tu-ja-archive-keyring.gpg -O- |

sudo apt-key add -

wget -q

https://www.ubuntulinux.jp/ubun

tu-jp-ppa-keyring.gpg -O- | sudo

apt-key add -

sudo wget https://www.ubuntulin

ux.jp/sources.list.d/karmic.list

-O /etc/apt/sources.list.d/ubun

tu-ja.list

sudo apt-get update

sudo apt-get upgrade

£日本語環境で人気のアプリや
パッケージをまとめてインスト
ールできる便利なツールだ。

日本語環境セットアップ・ヘルパ

™リポジトリを追加したら「ubuntu-desktop-ja」を検索、
インストール指定を選び［適用］をクリック。適用後はロ
グアウト、再ログインする。

Synapticから追加する

●Ubuntu Desktop AMD64
●Alternate CD
●Ubuntu Netbook Remix
●Kubuntuなどの派生版　

ほか



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
を
使

う
こ
と
で
、
９
・
04
か
ら
９
・
10
へ
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
な
ど
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
が
カ
ン
タ
ン
に
行
え
る
こ
と
だ
。
た

だ
し
、
実
際
は
「
Ｏ
Ｓ
の
入
れ
替
え
」

と
変
わ
ら
な
い
行
為
な
の
で
、
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
の
際
は
き
ち
ん
と
準
備
し

て
か
ら
進
め
よ
う
！

ま
た
、
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
出
て

き
て
も
、
す
ぐ
に
は
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を

し
な
い
方
が
い
い
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
リ
リ
ー
ス
直
後
は
そ
れ
な

り
に
バ
グ
が
あ
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

遇
し
た
く
な
い
マ
シ
ン
で
、
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
当
日
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
、

な
ど
と
い
う
の
は
あ
ま
り
オ
ス
ス
メ
で
は

な
い
。
バ
グ
へ
の
対
処
が
落
ち
着
き
始

め
る
、
リ
リ
ー
ス
か
ら
１
ヵ
月
後
ぐ
ら

い
（
つ
ま
り
、
９
・
10
な
ら
本
誌
の
発

売
日
前
後
）
が
「
食
べ
ご
ろ
」
だ
。
今

９
・
04
を
使
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
ろ
そ

ろ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が
オ
ス
ス
メ
！

ま
ず
、
万
が
一
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、

重
要
な
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取

ろ
う
。
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は
、
作
業
中

の
停
電
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
バ
グ
で
う
ま
く
動
か
な
い
、
作
業
中

に
Ｐ
Ｃ
切
替
機
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
っ
た
こ
と
で
失
敗
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
う
ま
く
Ｐ
Ｃ
が
起
動
し
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ

で
デ
ー
タ
を
救
い
出
す
、
な
ん
て
い
う

面
倒
な
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
場
合
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

れ
ば
、
サ
ク
っ
と
デ
ー
タ
を
救
い
出
せ

る
は
ず
だ
。
失
敗
し
た
場
合
の
命
綱
な

の
ダ
。

と
は
言
え
、「
単
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

取
ろ
う
」、
と
言
わ
れ
て
も
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
よ
く
使
わ
れ
る

「Sim
ple

B
ackup

（
ｓ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
）」

と
い
う
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
、「
ｄ
ｄ
」
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
た
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
イ
メ
ー
ジ
を
取
得
す
る
方

法
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

「Sim
ple

B
ackup

（sbackup

）」
は

標
準
で
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、「sbackup

」
と
い
う
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
。
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
と
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス

テ
ム
管
理
］-

［
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
設
定
］

か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
の
設
定
画

面
・
実
行
画
面
を
呼
び
出
せ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
ま
ま
の
設
定
で
は
、
メ
デ

ィ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
１
０
０
Ｍ
Ｂ
を
超
え

る
フ
ァ
イ
ル
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い

の
で
、
設
定
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ
ス
ス
メ
の
設
定
は
左
の
と
お
り
だ
。

こ
れ
ら
の
設
定
さ
え
済
ま
せ
て
し
ま

え
ば
、「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
開
始
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
開

始
さ
れ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
完
了
し

た
ら
、「/var/backup/

」
以
下
に
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
た
日
付
で
始
ま

る
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
が
で
き
て
い
る
は
ず
だ

（2009-11-03_16.51.58.201058.host

、

の
よ
う
な
日
付
と
時
刻
が
入
っ
た
名
前

の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
だ
）。
こ
の
デ
ィ
レ
ク

ト
リ
丸
ご
と
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
で
、

他
の
環
境
か
ら
で
も
元
の
環
境
を
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
に
こ
の
領
域
を

コ
ピ
ー
し
て
お
け
ば
安
心
で
き
る
が
、
こ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ク
セ
ス

す
る
に
は
管
理
者
権
限
が
必
要
に
な
る
。

具
体
的
な
手
順
は
下
記
の
と
お
り
だ
。

一
般
ユ
ー
ザ
の
ま
ま
フ
ァ
イ
ル
を
開

こ
う
と
し
て
も
、
う
ま
く
デ
ー
タ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
ぞ
。
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アップグレード前に
Ubuntuの

バックアップを
しておこう!!

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
前
に
は

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

ま
ず
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

準
備
を
し
よ
う
！

™［Ubuntuソフトウェア・センター］で「sbackup」
で検索し、ソフトを入手しよう。

¡デフォルトではMP3や
AVIなどの音楽・動画フ
ァイルはバックアップされ
ない。これでは困ってし
まうので、それぞれを選択
して「削除」しておこう。
操作が少々面倒なので、
選択して［Alt］＋［R］
キー、という操作を繰り
返すのがラクだ。

¡「バックアップするファ
イルの最大サイズ」とい
う設定があるので、これ
もハズしておこう。チェッ
クボックス（□）をクリ
ックして、チェックを外す
だけだ。

sbackupをインストール

sbackupのおすすめバックアップ設定
［除外するファイル］-［ファイルの種類］

除
外
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
種
類

と
上
限
に
気
を
つ
け
る
だ
け

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

リ
ス
ト
ア
の
手
順
は
？

［除外するファイル］-［上限］

!

™バックアップはバックグラウンドで実行されるので、特
に進捗状況などの表示はされない。

バックアップ進行中

™バックアップの保存先を開く
には管理者権限が必要。上の
コマンドでファイルブラウザを
起動しよう。

保存フォルダを開くには

¢

こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
リ
ス
ト
ア
す
れ
ば
元
の
環

境
に
戻
せ
る
。
外
付
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
コ
ピ
ー

し
て
お
こ
う
。

バックアップフォルダ



環
境
を
元
に
戻
す
（
レ
ス
ト
ア
す
る
）

場
合
、［
シ
ス
テ
ム
］-
［
シ
ス
テ
ム
管

理
］-

［
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
復
元
］
を
起

動
し
よ
う
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
フ
ァ

イ
ル
の
置
き
場
所
を
選
ん
で
（
他
の
デ

ィ
ス
ク
へ
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
し
て
い
な
け

れ
ば
、「
デ
フ
ォ
ル
ト
」の
ま
ま
）、「
利
用

可
能
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」ボ
ッ
ク
ス
で
戻

し
た
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
選
択
、「
復
元
」

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
！
　
あ
と
は
し
ば

ら
く
待
っ
て
い
れ
ば
、
も
と
使
っ
て
い

た
環
境
が
元
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
ダ
。

ｓ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
よ
り
も
強
力
で
確
実

な
方
法
が
、「
ｄ
ｄ
」
を
使
っ
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
だ
。
ｄ
ｄ
を
使
っ
て
Ｈ
Ｄ
Ｄ
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
得
し
て
し
ま
う
の

で
、
操
作
さ
え
間
違
え
な
け
れ
ば
確
実

に
元
通
り
に
戻
せ
る
。

弱
点
は
、
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
て
の
操

作
に
な
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
操
作
が
難

し
い
こ
と
と
、「
Ｈ
Ｄ
Ｄ
と
同
じ
サ
イ
ズ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
先
」
が
必
要
に
な
る

こ
と
だ
。
普
通
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
外
付
け
の
Ｈ

Ｄ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
仕
様

上
、「
５
０
０
Ｇ
Ｂ
」
と
い
っ
て
も
メ

ー
カ
ー
ご
と
に
微
妙
に
容
量
が
違
っ
た

り
す
る
の
で
、「
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
確
実
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
に
は
、そ
れ
よ
り
も
大
き

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
先
Ｈ
Ｄ
Ｄ
が
必
要
」

と
覚
え
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
、
内
蔵

Ｈ
Ｄ
Ｄ
が
80
Ｇ
Ｂ
の
デ
ィ
ス
ク
な
ら
、

１
２
０
Ｇ
Ｂ
以
上
の
も
の
を
準
備
す
れ

ば
い
い
。
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バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
だ
け
じ
ゃ

意
味
が
な
い
！

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

フ
ァ
イ
ル
を
レ
ス
ト
ア
す
る

Ｈ
Ｄ
Ｄ
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
方
法

ｄ
ｄ
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
場
合

™

き
ち
ん
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
取
れ
て
い
れ
ば
フ

ァ
イ
ル
名
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
た
か
の
確
認
に
も
使
え
る
。

バックアップの復元

™復元したいファイルを選んで、このダイ
アログで［はい］を選ぶだけ。基本的に
はすべて復元しよう。

※バックアップ先、レストア先を間違え
るとディスクの中身が消去されてしまう。
実行は本文を読んで慎重に行おう。

ファイルの復元

ddのコマンド

バックアップするとき
sudo dd of=/media/disk/backup.dd.img

if=/dev/sda

レストアするとき
sudo dd of=/dev/sda if=/media/disk/

backup.dd.img

¡ddでのバックアップは、付録のCDなど
を使ってシステムを起動するところから
始まる。USB Startup Diskが準備できて
いるなら、そちらでもOKだ。Live環境の
システムを起動して、もしも既存のパー
ティションがデスクトップ上に表示され
ているようなら、全て右クリックして「ア
ンマウント」。準備ができたら、バックア
ップ先になるHDDを接続する。

Live CDでUbuntuを起動するddを実行してバックアップを取る

¡USB HDDのマウントされている場
所を知るために、ファイル・ブラウ
ザの左上にある「ノート」アイコン
をクリックして表示を切り替え、

「/media/disk」へマウントされてい
ることを確認しよう。ここでマウン
トされているパスが重要だ。環境に
よっては「/media/disk-1」や左図
のようにマウントされることもある
ので、その場合は以下の手順を読
み替えてほしい。

USB HDDを接続する

¡「アプリケション」→「アクセサ
リ」→「端末」を開いて、「ls -al
/dev/disk/by-id/」と入力しよう。
HDDの型番の一覧とその名前が表
示されるはずだ。普通のPCでは内
蔵HDDは「sda」という名前にな
っていて、そこに作ったパーティシ
ョンが「sda1」「sda2」……など
と続いている。ここで重要なのは、

「sda」の部分だ。
自信がない場合は、パーティショ
ン・エディタを開いてチェックしよ
う。

「端末」を開く

端末で「dmesg」を実行して、

最後の数行をチェックした上で

「sudo dd of=/media/disk/ba

ckup.dd.img if=/dev/sda」と入

力しよう。もし外付けHDDが

/media/disk-1であれば「/med

ia/disk/backup.dd.img」の部分

は「/media/disk-1/backup

.dd.img」になるし、内蔵HDDが

「sdb」なら「if=/dev/sdb」に置き

換わる。この操作はHDD全体をコ

ピーするので、かなり時間がかか

る。終了したらもういちど「dm

esg」を実行しよう。ddの実行前

と同じ内容ならOK、なにかディス

クに関連しそうなエラーが出てい

たら、ddが失敗している可能性が

あるのでもういちどバックアップ

を取り直そう。

バックアップファイルからレストア
バックアップを取った後、トラブ

ルが起きてレストアが必要になった

ときも、Live環境を立ち上げた上

で、USB HDDを接続しよう。端

末を開いたら「dmesg」を実行して、

最後の数行をチェックしてから

「sudo dd of=/dev/sda if=/m

edia/disk/backup.dd.img」だ。

ofとifの中身がバックアップ時と逆

になっているのがポイントになるぞ。

注意すべきなのは、「ddを取った

時点」のHDDの内容がそのまま書

き戻される、ということだ。レスト

ア対象になったHDDの中身はすべ

て消えてしまうので、くれぐれも誤

って実行しないように注意しよう。

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
開
始
す
る
前

に
、「
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
前
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
」
の
最
新
に
し
て
お
こ
う
。
左

み
た
い
な
状
態
で
は
、ま
ず
「
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」。話
は
ア

ッ
プ
デ
ー
タ
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
、
だ
。

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

作
業
に
入
る
前
に
！

!

™アップグレードボタンを押す前に［ア
ップデートをインストール］だ。

ボタンを押す前に
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ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
開
始
す
る
前
に
、

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
だ
。

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
作

業
し
よ
う
。「
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
で
問
題

が
起
こ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」、「
特
定
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
必
要
な
追
加
設
定
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
リ
リ
ー
ス
ノ
ー
ト

も
必
ず
読
ん
で
お
こ
う
！
。
読
ま
ず
に

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
と
ハ
マ
る
の
で
注

意
だ
！

Ubuntuのバージョン
アップグレードの方法

と注意点を知ろう！

Ｏ
Ｓ
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
！

操
作
は
カ
ン
タ
ン
！

£アップグレードを開始する前に、アッ
プデートマネージャで「アップグレード
前のバージョンの最新」にして、アップ
デートの欄が空白になったら、その上に
ある［アップグレード］ボタンを押そう。

アップグレードを
いよいよスタート

™£アップグレードの途中で「いくつか
のアプリケーションのサポートは終了し
ました」という表示が出され、最終段階
では「サポートが中止された（あるいは
リポジトリに存在しない）パッケージを
削除しますか？」という確認が行われる。
これは、アップグレードの前後でリポジ
トリから存在しなくなるパッケージを、念
のため削除するかどうか？ という設定だ。

「詳細情報」を見て、確実に必要ないソ
フトばかりであることを確認できたら「削
除」を、自信がない場合は「そのまま」
を選択するようにしよう。

£［アップグレードを開始］ボタン
をクリックした直後に始まるアップ
データのダウンロードの段階からな
らアップグレードをキャンセルして引
き返せる。通常はこのままにしてお
こう。

アップグレード
処理に入る

£システムの準備ができると、「アッ
プグレードを開始しますか？」とい
うウインドウが表示される。バック
アップは取ったか、リリースノート
に目を通したかを確認しておこう。
確認したら［アップグレードを開始］
ボタンをクリックだ。

アップグレード
開始？

£アップグレードが完了したら［再起
動］ボタンをクリックして再起動し
よう。アップグレードを行うタイミン
グで「追加されたリポジトリ」が無効
になるので、日本語Remixの新バー
ジョンに対応したリポジトリを追加
する。詳しくは32ページを見よう。

再起動して
リポジトリを登録

£ユーザーがカスタマイ
ズしたものよりも新しい
タイプの設定ファイルが
含まれている場合に表示
さ れ る 。 基 本 的 に は

「そのまま」、カスタマイ
ズした設定を後で戻せる
なら「置き換え」てしま
ってもOKだ。

設定ファイルはそのままに

「サポートが中止されたパッケージ」

£それまでに特殊な設定をしてい
なければ、基本的にそのまま「進
む」でOK。何度か表示される場合
もあるが、初期状態で「もっとも適
切だと思われるもの」が設定され
ているので、そのまま進めよう。

「××を設定しています」表示が出る場合

Ubuntuではアルファやベータ、リリー
ス候補などの開発版からリリース版への
アップグレードが可能だ。手順は「通常
のアップデート」と同じで、アップデー
タを適用するだけでそのままリリース版
になる。

リリース前バージョン
からのアップグレード

!


